
土地区画整理事業に先立つ埋蔵文化財発掘調査概報

　　　　　　1988

前橋市埋蔵文化財発掘調査団



．へ3一

　　　／γ

　　　”　　
／“

　　一　’”　、へ’派　　　　》ぐ

　　、　ん一

、跳・
　　　犠　、

　　　　　　H－2号住居祉出土刻画土器

前橋市埋蔵文化財発掘調査団



例 口

1．本書は、前橋市都市計画事業元総社西部第三明神地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2．本遺跡の略号は62A24とする。

3．調査主体は前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

4．発掘調査の要項は次の通りである。

　　　調査場所　　一前橋市元総社町地内

　　　調査期間　　昭和62年5月1日～12月15日

　　　整理期間　　昭和62年12月16日～63年3月25日

　　　発掘担当者　駒倉秀一（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　　　　　　　加部二生（　同　上’）
5．本書の編集、執筆は担当者の討議によ1）分担して行った。

6．遺物整理、図面作成、図面整理、遺物写真等は担当者及び整理作業員が分担して行った。

7．調査ならびに本報告書作成にかかわった方々は、次の通1）である。（敬省略）

相田昌子

井野岳史

岸フクエ

関根政一

松田富美子

湯浅道子

阿藤孝子

岩木　操

小林延寿

竹内敏江

松本加代子

阿部栄恵

太田一郎

駒形とし子

千明香根子

真庭卯平

飯田五郎

大塚美智子

佐藤忠重・，

塚越則子

真庭トシ

8．本書作成にあた1）次の方々に御教示を賜った。（敬省略）

　　前沢和之　 田ロー郎　橋本博文　坂爪久純

　　原田和博　 大江正行　北爪健二　 木津博明

　　田口正美　飯塚　誠
9．執筆分担は以下の通りで為る。

　　駒倉秀一　　1、III、W

　　加部二生　 II、V、V【

石井　昭

小川悦子

白井和子

角田弘子

宮原麻吉

石田洋子

金井福治郎

住谷文彦

堀川千恵子

湯浅たまえ

小穴喜一　 津金沢吉茂

武部喜充　 千田幸生



　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　　　例

1．遺構の略号は次の通γ）であ為。．

　　　H＿土師器使用竪穴式住居吐　B…掘立桂建物吐　D…土坑　1…井戸肚　W…溝状遺構

2．挿図図版の縮尺は次の通｝）Fである。

（1）遺構

　　住居吐→煽竈→煽土坑→煽溝→煽井戸趾→煽建物オ止・畝状遺構→漏遺構全体図→堀o

（2〉一遺物

　　土師器、須恵器、鉄器、瓦％　石臼、石増類→％　玉類、古銭→％

3．遺構挿図中に記した断面基準線は標高で表した。

4．遺構挿図中に示したN方位は、座標北である。

5．遺構及び遺物挿図中の記号は次の通1）である。

遺構

匿翻焼土範囲醗炭化物皿地山 麗羅火山灰（FA）

㌔
．

も

遺物断面

二
　　　　酸化焔
　　　　焼成

難蔑焔薩翻陶磁器

遺物哀面（内外面）

醗辮匿翻赤幽麗施綱醗祭魯磐理
　　　　二次焼成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆漆
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1　発掘調査に至る経過

　元総社明神遺跡がある前橋市元総社町は、上野国府跡ともいわれ、歴史的に重要な地である。

　この地に、今回の発掘調査に先だつ前橋市の埋蔵文化財調査が実施されたのは、昭和48年であ

った。前橋市都市計画課長より前橋市教育委員会社会教育課長あてに「都市計画道路（中央大橋

線）の変更に伴う埋蔵文化財の現地調査依頼」があったもので、市教委は同年10月中旬、元総社

地区遺物分布調査を実施した。この47．1haの表面採集によ1）、土師器、須恵器、布目瓦等の散布

状態が確認された。

　その後、昭和53年9月、前橋市長より教育長あてに「元総社地区区画整理事業（仮称）に係わ

る埋蔵文化財の取扱い」について、意見を求めてきた。それに対して市教委では、今までの調査

等をもとに、（1）蒼澁城跡、上野国府跡については現状保存を要望する。（2）昭和48年調査の多量散

布地については発掘調査、少量散布地は、遺物・遺構が発見された場合には調査をする一とい

う回答を提出した。

　その後、昭和54年12月、56年7月・10月と協議を重ねた。

　昭和57年度は、国庫補助金を受けて、前橋都市計画事業西部第三明神地区土地区画整理事業に

先立つ調査依頼が、市都市区画整理部宅地開発課よ1）市教委あてにあった。この依頼を受けて、

宅地開発課と市教委担当者との間で協議が行われ、次のような事項を申し合わせた。

　（1）確認調査は道水路蔀分及び周辺地域を中心とする。

　（2）　トレンチをいれて遺構を検出した場合、拡張する範囲鉢道水路内及びその遺構確認範囲と

　　する。

　（3）排土は道水路内で極力始末する、等。

　これを受けて昭和57年9月22日～12月25日までの3ケ月、更に昭和58年5月13日～8月10日ま

での3ケ月に亘り、確認調査が実施された。

　翌昭和59年度には、前橋都市計画事業元総社（西部第三明神）地区区画整理事業の施行者前橋

市と調査者前橋市教育委員会との間に、元総社明神遺跡の発掘調査に関する覚書を締結し、次の

ような取1）決めをした。「

　（1）発掘調査は前橋市教育委員会で組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団がおこなう。

　（2〉発掘調査区域は39，570m2とする。但し確認調査の結果、発掘調査を必要としない区域は除

　　外する。

　（3）発掘調査期間は昭和59年度から昭和65年度までとする。（抜粋）

　昭和62年度の調査はこの覚書に基くもので、6年目の継続調査である。今年度の調査は昭和61

年11月20日で依頼をうけ、協議を重ねた後、昭和62年5月1日付で委託契約を結び、5月6日よ

り調査を開始。そして10月9日付で調査面積増による変更契約を結び、1，277m2の調査を12月15日

に終了した。
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II　遺跡の周辺環境

1　立 地

　元総社明神遺跡は群馬県庁から西方2kmの地点に位置する前橋市元総社町に所在する。利根川の

西岸にあたり・1前橋市街地どは川を挟んで対峙する位置にある。現地は本遺跡の調査が開始され

た昭和57年当時は一面桑畑であったが、近年の 目まぐるしい開発は歴史的環境の豊かな当地にま

で及び、現在は区画整理が進んで、大半が宅地として以前の面影を失っている。．

　本遺跡の所在する地域は、群馬県のほぼ中央に甕える榛名山火山斜面の最末端で前橋台地と交

わる直前に立地する。遺跡地の標高は、114．80～110mである。本遺跡の東方1．5kmを流れる利根

川は周囲の山々から、多くの中小河川を集め、旧本一の流域面積を持ち、古来より坂東太郎とし

て親しまれている1。榛名山麓に集まる流水は、、幾多の小河肌となって多くの開析谷を形成しなが

ら南流するのを常とする。本遺跡を分断している牛池・染谷の両河川もこうした複雑な微地形を

造形しつつ前橋台地を貫流しており、遺跡内に、比高差4mの浸食崖が形成されている。現在の

総社神社の北側は、かって風呂沼と呼ばれる沼があったと言われる所で、現在は牛池川が、最裸

部を大きく．蛇行して流れている。沼の底にあたる所は桑畑で、，砂が多く推積している。

　前橋台地は洪積台地で、約二万四千年前に形成された厚さ10m程の前橋泥流層と一万三千年前

の泥炭層を挟んだ水生上部ローム層によって構成されるが、本遺跡の調査で部分的にローム層も

確認されている。、
　　　　i－’

　　　2　周辺遺跡

、郎橋台地における人類の黒跡は、縄文時代前期までざかのぼるこ1とができる。関越道の国分寺

中間地域や、下東西遺跡では諸磯期の住居跡が調査されてお1）、中期になると、それらの分布が

一気に拡大する。後晩期の遺跡としては、産業道路東遺跡、産業道路西遺跡、鳥羽遺跡、等で調

査されており、本遺跡においても土器破片を検出している。弥生時代め良好な遺跡は確認されて

いないが、石倉町や鳥羽町では後期の土器が出土したことが、r元総社村誌』や、r前橋市史』に記

載されている。この他、樽式土器を出土した、総社町の桜ヶ丘遺跡、鳥羽遺跡、赤井戸式土器を

出土した、国分寺中間地域、下東西遺跡等が知られている。桜ゲ丘遺跡ではC　P純層下から、樽

式土器が出土している1これに対し元総社小学校校庭遺跡からは、CPで埋没した古式土師器の

セットを検出しており両者間にさほどの時間差がないことが明らかになった。また、昨年度の元

総社明神遺跡の調査では赤井戸式土器が古式土師器にともなづて検出されている。

　当該地域における古墳の出現は、5世紀中葉と推定される。それ、以前の墓制としては、国分

寺中間地域の方形周溝墓が2基調査されているのみである。・この地区の助産期の古墳として、東

京国立博物館所蔵の多量の石製模造品を出土した、小円墳や、円筒埴輪の外面に、二次調整横ハ

ケを持つ大小路山古墳等が考えられている。この頃の、首長層の居宅としては西方5kmの地点に
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三ツ寺1遺跡があり、昨年度の元総社明神遺跡で検出されている北西方向に方位をもつ大溝が同

様の性格を持つと思われう・こうした・めぐまれた古墳文化圏にあ｝）ながら、元総社地区は空白

地帯で、昭和10年の調査でも弥勒山古墳の1基のみであった。こうした現象は、国府に関連した

都城ともいうべき街作｝）が行われたときに破壊されたものと推定されている。

　律令体制になってからの、本地域の遺構数については、枚挙に暇がない。台地部分は言うに及ばず、

氾濫原の斜面地帯にまで住居杜が確認されている。関越道の調査部分だけで千軒あったと言われてお

り、本遺跡力1ら続いて同様の分布状況を示すと考えられることから、同様の面積比率で単純に計算し

ても、国府、国分寺周辺だけで数百万軒の平安時代住居祉が存在することになる。特にこの時期の住

居杜は建て替えが激しく、短期間による住居の存続が軒数を増やしている大きな要因とおもわれる。こ

うした、短期間な建て替えは、本地域だけの特色ではなく、おそらく、この時代全盤に言えることであろう。

　しかし、肝心な国衙域の調査については確たることは言えない。むしろ、従来調査されてきてい

る竪穴住居杜の印象は、衛星集落的様相を呈している。遺構になんら企画性も認められず、短期

間の立て替えと種々雑多な構造、規模、方向性、遺物の内容等は、一般民衆の苫屋ととらえたほ

うが妥当なようである。確かに、中央部を貫流している牛池川の氾濫原底湿地にも、昭和60年度

の調査で掘立柱建物趾が検出されており、それに隣接する寺田遺跡の調査では、付近を整地あるい

は、地業していることが明らかになっている。遺構の規模や性格は不明であるが、大規模な土木工

事の背景には、強大な政治力の一端を垣間見る気がする。この掘立柱建物祉の年代は、柱穴掘と）

方内の灰粕陶器から、10世紀に位置付けられ、すでに、国府が衰退してきた時期になってからの

建設が考えられる。今後国府域の消長を、時間的な遺構の変遷の中からとらえて行かなければな

るまい。こうした中で、近年、文献の方から国府の建物配置の復元にせまった研究もなされてい

る。上野国府に関する最大の文酬こ『上野国交替実録帳』がある。国府の炎上については交替実録

帳からは、2回読み取ることができる。長徳三（997）年正月十一日には府院より出火して兵庫群も

火災にあい多量の武器が焼失しており、長和四（1015）年にも府院が火災にあっている。このほか

、治承四（1180）年九月三十日には、足利太郎俊綱により国府中を焼き払われるという記述が、『吾妻

鏡』にあるが、，『元総社村誌』には出典は明確でないが、「府中六千戸皆灰儘二帰スト云」とある。

この数字は同書では想像で書かれていると断定しているが、先程の状況から見て、あながち誇張

とも思えない。まして、当時の府中の範囲は、相当広範囲であった可能性をもつ。交替実録帳に

おいて群馬郡の租税収納が四分割されていると推察されていることも、人口の集中が要因ならば

頷ける。しかし、問題となるのは、現在までにそれらの災禍の痕跡が確認されておらず、はたし

て実際にどれほどの被害を受け、復旧されたのかはあきらかでない。中世には永享元（1429）年に蒼

海城が築かれているが、蒼海の名は古くは『日本書記』第廿三紆明九（637）年三月乙酉朔酉戊の条、

上毛野形名に関連した記述、及び『吾妻鏡』第廿五承久三（1221）年6月18日条、宇治合戦の記述の

東国武士「蒼海平太」の名に見えている。又、安永三（1774）年の『上毛伝説雑記　同拾遺』「総社記」

には『日本書記』田道大蛇言章を引用して、田道の霊が大蛇に変じて蝦夷を報復した後「蒼海ノ風呂

沼へ出テ」生賛を食した。その際の生蟄を祭ったのが、化粧薬師であるという。現在の町並の祖

形は蒼海城、八日市場城等の構築の頃にほぼ完成していると思われる。
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1

2

3

4

5

6
7

8

総社二子山古墳

愛宕山古墳

紅葉山古墳

宝塔山古墳

蛇穴山古墳

大小路山古墳

遠見山古墳

薬師様古墳

9
10

11

12

13

14

15

16

丁間稲荷山古墳

王山古墳

弥勒山古墳

山王廃寺跡

上野国分寺跡

上野国分尼寺跡

村東遺跡

国分境遺跡

17　国分寺中間地域遺跡

18　鳥羽遺跡

19草作遺跡

20　北原遺跡

21　産業道路西遺跡

22　産業道路東遺跡

23　推定東山道跡

24　推定上野国府域
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III発掘調査の経過

1　調　査　方　法

　元総社明神遺跡の発掘調査は、今回で6年次を数える。市の区画整理事業に先立つ調査のため

区画整理一課との確認事項により、道水路部分を調査対象地としている。今年度は、図のように

8本のトレンチ調査を実施した。

　トレンチの呼称は57年度からの連番を用い、道水路部分に沿って東西トレンチを算用数字、南

北トレンチをアルファベットで呼称した。従って以前に発掘したトレンチと同じ道路の場合には

それと同じ名称がつけられている。

　調査区の設定にあたっては、測量会社に委託し、トレンチ内に座標杭を設定、国家座標に位置

づけた、因みに、18トレンチ東杭を例にとると座標杭は国家座標系第IX系のX＝＋43，110km、

．Yこ一71，121kmと表わされる。

遜窯羅塁1こ酬1口
L」’，　i　l”6」

課□ 冒謡コ甲嚢醗壽離1

元総社明神遺跡VIトレンチ設定図（1／5、ooo）
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2　調査の経過

　令年度の調査は、昭和62年5月6日から12月15日までの7ケ月半にわたり実施された。トレン

チ数8本、面積1．277m2である。　（以下トレンチはtrと略す）。

　4月25日に現場担当者2名、作業員16名が集まり、器材を運搬し、事務所をつくるなど発掘調

査の準備が始まった。

　そして5月6日より18trの調査開始。東半分は土砂崩落等の安全面に気を配りながら、地表面

下約、3mまで掘1）下げたため、やや予定が延び、もう一つの試掘トレンチと共に6月5日に埋め

もどして調査終了。

　6月4日からは牛池川を挾むUtrとVtrの調査に入った。Vtrは台地縁辺上にあり、住居杜、溝、

土拡等の遺構が複雑に重なったりして調査に手間取った。また梅雨時の頃でもあり、特に大溝の

湧水やたまり水の対策にも時間をとられ、思うような進捗が図れなかった。

　結局次の6trに入ったのは7月下旬であり、19trとRtrの調査に入ったのは、予定を1ケ月遅

れる9月2日であった。

　この調査は、11月の初旬には終了する計画になっていたが、この地区特有の土層の見分けにく

さ等もあって、調査の遅れが気になるところであった。そこで、一層の進捗を図るため、契約変

更を機会に作業員数を増やし、19trとRtr以後の発掘に備えた。

　最後のTtr、Strは家屋移転を待って、10月12日に重機が入った。しかしここも予想以上の住居

杜数であ1）、加えて秋から初冬にかけての時期で、寒さや日没時刻などの条件も重なって、大変

だったが、12月15日に終えることができた。

発堀調査経過表

　　トレンチ名

月　日

　　　　VTr
18　　　北　　　　U　　　　V　　　　6　　　　19　　　　R　　　　S　　　　T
　　　　　試

Tr　　　堀　　　　Tr　　　Tr　　　Tr　　　Tr　　　Tr　　　Tr　　　Tr

1987年　10日

5　月　　20日

　　　　　10日
6　月　　　　　20日

　　　　　10日
7　月　　　　　20日

　　　　　10日
8　月　　　　　20日

　　　　　10日
9　月　　　　　20日

　　　　　10日
10　月
　　　　　20日

　　　　　10日
11　月
　　　　　20日

　　　　　10日
12　月
　　　　　20日

猛表土堀削 翻卿下げ・精査嚢実測写真
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V　遺構と遺物

1　全体の概観
　本年度調査で確認された、遺構総数は住居祉101軒、土坑265基、溝状遺構23条、建物趾3棟、

井戸杜4基、畝状遺構2面であった。それらの時期的変遷について、各地域ごとに概観してみた

い。牛池川西岸地域では、台地上を東西方向に横断する18trと、その斜面部にかかるVtrで調査

を行ったが、台地上面部はすでに旧表土の削平が著しく、現地表下10cmで本台地を構成する水成

堆積の硬質土層に到達してしまった。そのため、古代以前の遺構は殆ど削平され検出されなかっ

た。この傾向は台地斜面部にかかるVtrについても同様のことが指摘され、トレンチ内でも台地

上面に位置する部分ではすぐに地山が検出され古代以前の遺構はすでに削平されていた。ところ

が、調査が台地斜面部に移行するにつれ黒色腐食土の堆積があつくなり、その層を切り込んで平

安期の住居祉が多数検出され、緑粕陶器や石製丸靹の破片等、一律令期の貴重な遺物も出土した。

またこの地区は中世には本県最古とされる蒼海城が築かれているが、本調査区内でも関連1生脅持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
つ5条の溝を確認することができた。この台地と川を隔てて対峙する位置の崖線直上をUtrで調

査できたが、平安時代の溝を一条検出できたのみで、あとは中世～近世の溝、土坑を検出したの

みである。牛池川氾濫原の東岸では6trで昨年度の西側延長部分を調査している。ちょうど大溝

の立ち上がり部分よりも西側であン）、もしも、この大溝が国衙の外域を示すものであるなろば、

その内側にあたる部分である。しかし、大溝に伴ったピット等、棚列とおぼしきものも検出され

ず、内区の遺構配列にも企画性は認められなかった。このトレンチでは古墳～平安期の住居杜を

15軒、掘立柱建物祉を1棟検出した。又、昨年度調査している八日市場城の東西方向の溝に関して

は、道路工事ですでに破壊されており検出できなかった。県道前橋安中線のすぐ北側のRtrの調

査で、FAに埋没した畑の祉を検出した。従来の調査では、集落はここより北側のやや微高地で切

れるものと考えられていたが、畑を切って住居吐が数軒調査され、集落がもっと南へのびること

が明らかになった。このトレンチの北側では、畑の畝状遺構方向と同一方位の溝状遺構を検出し

ており、これらの方位がすべて、昨年度のNtrで検出された、FA下の集落の外域を画すると考

えられる大溝の方向と同じであ｝）、この地区に大規模な地割が画されていることが明らかになっ

た。Rtrに直交するかたちで北西に位置する部分を19trで調査した。西半分は多数の土坑が検出

され住居吐の多くはこれによ｝）破壊されていた。東側では平安期の住居趾に破壊されるかたちで、

畑の趾が検出された。FAも検出されたが状態が悪くセカンダリーな可能性が高い。しかし、方向

的にはFA下と同一方向を示す。Ttrでは昨年度のRtrの南延長部分を調査した。昨年に比べ残り

具合がよく平安期と古墳時代の2面調査を余儀なくされた。複雑に重なりあい。総数47軒の住居

祉を検出した。Strではトレンチ内を北から南へと縦断する三条の溝を検出している。いずれも、

水流の痕跡が明瞭で、やや蛇行ぎみであ｝）、平安時代の摩滅した土器片が出土している。
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2　住　居　杜

H－1号住居吐（fig1－1、PL1－1・2・4、23－1・2）

　遺構　Vトレンチの北隅B－1、C一グリッドで検出した。西側の殆どが調査区域外で、東側

もH－2、5、12によって破壊されていて、南西コーナー付近を検出したのみである。主軸方位は

N－270－Wを測る。壁はほぼ垂直に掘り込まれてお｝）、壁高は確認面で13cmを測る。床面は全体

的に平坦で、黒褐色土を貼床しており、標高112．83mに位置する。周溝、ピット等は確認されな

かった。

　竈　調査区域内では検出されなかったが、トレンチ北端において凝灰岩切石と、焼土がまとま

って出土したので、調査区を拡張したが、やは産）検出できなかった。おそらく、北壁中央部付近

に、付されていたと、推定される。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から出土している。大きい破片は、床面近くから出土したもの

が多い。しかし、接合できたものは少なかった。

　出土遺物　遺物は総数444点出土している。殆どが、カワラケ類の破片であったが、鉄津、釘状

の鉄器、灰粕陶器、石製模造品、瓦片等も出土している。

H－2号住居吐（fig1－2、PL1－6）

　遺構1Vトレンチ、C－1・2グリッドで検出した。西側の殆どが調査区域外であン）、北側はH．

一1、南側はD－214によって破壊されていて、僅かに竈付近のみ調査できた。主軸方向は、N

－8。一Eを測る。壁はほぼ垂直に掘壷）込まれておひ）、壁高は確認面で8cmを測る。床面は標高

112．40mに位置し、ほぼ平坦で、黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig1－3、PL1－5・7）東壁中央部に位置する。残存状態は、右袖入口部付近をD－214

に破壊されている他は比較的良好で、天井部も、完全には崩落していなからた。焚口部、燃焼部、

天井部、煙道部ともに、凝灰岩切石を用いて、粘土で固めて構築しており、壁面は、良く焼けて

いた。おそらく、焚口部を鳥居状に組んで、燃焼部の天井も凝灰岩切石で覆った、石組竈であっ

たと推定される。焚口幅72cm、奥行187cmを測1）、ほぼ垂直に立ち上がって煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から出土しているが、特に竈付近に集中して出土している。竈

内からカワラケ、酸化焔焼成の須恵器等が出土している。

　出土遺物　遺物は総数733点出土しているが、接合できたものは少なかった。特殊なものに鉄津、

鉄器、灰粕陶器、瓦片、見込み部に鳥の絵が線刻されているカワラケ等がある。又、覆土上層か

らは、元豊通寳が出土している。遺物は11世紀代に比定される。
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H－3号住居蛙（fig1－4、PL1－8・9），

　遺構　Vトレンチ、E－1・2、F－1グリッドで検出した。H－7・9・32、D－121・147・

152と重複してお1）、そのいずれよ1）も新しい。平面形は南北に長い長方形で、2．2m×3．1mの規

模を有し、主軸方位をN－830－Wにもつ。壁は、ほぼ垂直に掘1）込まれてお｝）、現存高4cmを測

る。床面は標高113．28mに位置し、ほぼ平坦で、部分的に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピッ

ト等は確認されなかった。

　竈　（fig1－5、PL23－5）東壁やや南寄りに位置する。残存状態は悪く基底部分を僅かに調

査しえたのみであった。焚口部左袖に、凝灰岩切石が一石残っていた。構築状況は、掘り方内に

若干の粘土を用いて構築しており、燃焼部奥には偏平な円礫を用いた支柱がある。燃焼部は馬蹄

形に壁外へ張り出し、焚口幅60cm、奥行92cmを測り、若干焼け込んでいる。煙道部は殆ど削平さ

れているが、火床面から、約53。の角度でたちあがる。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から出土している。覆土が無かったため、すべて床面直上であ

った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヘ　出土遺物　総数214点出土している。黒色の蛇文岩製と思われる石製丸靹は、竈付近より出£し

ている。又、滑石破片、灰粕陶器、鉄津、鉄釘、瓦類も出土している。

H－4号住居吐（fig2－1、PL1－10）

　遺構　Vトレ≧チ、F－1・2、G－1・2グリッドに位置する。H－11・13・29・34、D－82

・88・90・91・127・128・144・148・161・163・164と重複しており、H－13よ｝）も古くその他の

いずれよ｝）も新しい。平面形は南北に長い長方形で、3．9m×4．3mの規模を有し、主軸方位をN

－0。一Eにもつ。壁は68。の角度で掘｝）込まれており、壁高45cmを測る。床面は標高113．18mに

位置し、ほぼ平坦で、部分的に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig2－2）南壁西側コーナー付近に位置する。地山の硬質水性ローム層を掘り込んで、馬

蹄形に壁外へ大きく張り出す。東袖部付近を若干削平されていた他は、残存状態は比較的良好で

あった。焚口部の右袖は、細長い円礫を用いての袖の補強材とし、それに粘土を貼って竈壁を構

築している。左袖も、小円礫が一石残っていた。燃焼部の最深部には、支脚に用いたと推定され

る、粘土ブロックの隼積が検出された。煙道部は、約66。の角度で立ち上がるが上部の大半は、

削平されていた。本トレンチで、地山を掘り込んで竈を構築していたのは、本住居吐と、H－28

のみである。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から出土しているが、竈周辺に特に集中していた。竈流出土内

から、カワラケ皿、羽釜破片等が出土している。

　出土遺物　全体に、カワラケ、羽釜の類が多い。特殊なものに、灰粕陶器、鉄津、瓦、鉄器、銅津、石

器、黒曜石のフレイ久炭化した種等が出土した。又、覆土上層から、寛永通寳が4枚出土している。
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H－5号住居蛙（fig2－3、PL2－3）

　遺構　Vトレンチ、B－1、C－1・2グリッドに位置する。H－1・12と重複しており、H－

1よりも新しく、H－12よりも古い。平面形は東半分が未調査であるが、現状で、隅丸方形を呈

し、南北3．7m、主軸方位をN－440－Wにもつ。壁は、59◎の角度で立ち上が1）、壁高10cmを測

る。床面は標高112．68mに位置し、・ほぼ平坦で、部分的に掘り返した土を貼床していた。周溝、

ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　総数559点出土している。’大半はカワラケ類の破片であった。主なものに、緑粕陶器

椀、灰粕陶器、白磁、瓦、鉄釘、鉄津、土錘破片等がある。

H－6号住居吐（fig2－4、PL2－4）

　遺構　Vトレンチ、D－2・3、E－2・3グリッドに位置する。重複関係はH－10よりも新し

く、H－14に先行する。平面形は東側大半が未調査であるが、現状で、方形を呈し、南北4．3m、

主軸方位をN－9。一Eにもつ。壁は、ほぼ垂直に掘｝）込まれており、壁高10cmを測る。床面は標

高113．78mに位置し、ほぼ平坦で、部分的に掘ぴ）返した土を貼床していた。周溝、ピット等は確

認されなかった。

　竈　調査区域内には、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。貼床下からも、多く出土している。

　出土遺物　総数685点出土している。大半は、酸化焔焼成の須恵器破片であったが、釘状鉄器、

鉄津、緑粕陶器椀、灰粕陶器、白磁等も出土している。

H－7号住居吐（fig2－5、PL2－5・6・7）

　遺構　Vトレンチ、D－1・2、Eよ1・2グリッドに位置する。中央部をD－145に破壊され、西側

は、H－30、1－3に破壊されている。この他、H－9、D－130・152とも重複していた。平面形は

やや歪んだ長方形を呈し、東西2．6m、南北4．Om、床面面積10．4m2、主軸方位をN－410－Eにも

つ。土層は乱れているが、大きく3層に分類された。壁は約76。の角度で立ち上が｝）、壁高12cmを

測る。床面は標高112．84mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピッ

ト等は確認されなかった。

　竈（fig2－6、PL2－8）北壁やや東よりに検出され左。煙道部を削平されている他は、比

較的良好な残存状況を示し、燃焼部を壁外に突出させていた。両袖に、転石を据えて補強材とし、

粘土で、固めて構築していた。天井部は完全に崩落しており、焼土ブロックが～灰層上に、確認

されている。、
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　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から、出土している。

　出土遺物　殆どは、酸化焔焼成の須恵器破片であったが、鉄鎌、鉄津、灰粕陶器、瓦片、等も

出土している。

H－8号住居蛙（fig3－1、PL3－1f2・3）

　遺構　Vトレンチ、E－2・3、F－2・3グリッドに位置する。住居東側部分を調査区域外

に置く。東北部をH－14に破壊されており、この他、H－11・33、D－126・143・146・151・166

と重複している。平面形は正方形を呈すと推定され、東西3．7m、南北4．3m、主軸方位をN－300

－Wにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積しており、大きく3層に分類された。壁は、約66。の角

度で立ち上がり、壁高14cmを測る。床面は標高112．78mに位置し、ほぼ平坦で全面に黒褐色土を

貼床していた。周溝、ピγト等は確認されなかった。

　竈　（fig3－2、PL2－10）南壁西隅付近より検出された。煙道部を完全に削平されている。

残存状況は比較的良好で、燃焼部を壁外に突出させていた。焚口部に石を据えていたと思われる

痕跡があン）、－粘土で固めて構築していた。天井部は崩落していたが、焼土ブロックは、少なかっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
た。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域から出土しており、床下からも多く出土した。

　出土遺物　総数724点出土しており、、殆どが酸化焔焼成の須恵器破片であった。特殊なものに、

鉄器、銅津、鉄津、灰粕陶器、瓦類等がある。中でも、覆土中よ1）出土した、白磁の碗は、10世

紀代に比定されるもので、玉縁の口縁を呈すと思われる。

H－9号住居吐（fig3－3、PL3－5・6）

　遺構　Vトレンチ、D－1・2、E－1・2グリッドに位置する。住居西南部分をH－3に破

壊され、竈上面をD－145に削平されている。この他H－7、D－147・152、と重複している。平

面形はやや歪んだ長方形を呈し、東西3．3m、南北2．8m、主軸方位をN－0。一Eにもつ。土層は

ほぼレンズ状堆積してお｝）、大きく3層に分類された。壁は、約630の角度で立ち上がり、壁高

25cmを測る。床面は標高113．10mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、

ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig3－4、PL3－4）北壁の中央よりやや西側に、粘土を使用して構築されていた。煙

道部は完全に削平されており、残存状況は悪かった。燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出し、火床面

から、44。の角度で立ち上がり煙道部に至る。天井部は崩落しており、灰層上に、焼土ブロック

が、若干検出された。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　総数790点出土してお1）、殆どがカワラケ類、羽釜等の酸化焔焼成須恵器破片であった。

特殊なものに、白磁碗小破片、銅津、鉄津、鉄器、土錘、灰粕陶器、瓦類、馬歯等があった。
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H－10号住居趾（fig3－5、PL3－7・8）

『遺構　Vトレンチ、C－2、1）一2、グリッドに位置する。住居北半分が調査区域外で、西半

分は、H－5・30に破壊されている。平面形は方形を呈し、現存長、東西1．7m、南北2．2m、主

軸方位をN－26。一Eにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積してお『）、大きく3層に分類された。壁

は、約72。の角度で立ち上がり、壁高35cmを測る。床面は標高113．00mに位置し、ほぼ平坦で、

全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　総数403点出土している．大半は、カワラケ類、羽釜等の酸化焔焼成須恵器破片であ

ったが、鉄器、鉄津、灰粕陶器、瓦類も、出土している。

H－11号住居蛙（fig4－1、PL3－9）

　遺構　Vトレンチ、E－2・3、F－1・2・3、G－2グリッドに位置する。住居北側がH

－8で、東南隅をH－13で破壊されている。平面形は南北に長い長方形を呈し、東西3．5m、

南北4．9m、主軸方位をN－50。一Eにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積しておひ）、大きく4層に

分類された。壁はほぼ垂直に掘を）込まれておン）、壁高19cmを測る。床面は標高113．04mに位置し、

ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　重複住居により破壊され、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土してお｝）、床面下からも出土している。

　出土遺物　出土総数610点のうちの殆どが、酸化焔焼成須恵器の破片であったが、特殊なものも

出土している。特に、白磁碗の破片は貴重なものである。このほか、灰粕陶器、フイゴ羽口、鉄

津、獣骨、陶器等があり、床面下からは、石鎌の出土があった。

H－12号住居吐（fig4－2、PL23－7）

　遺構　Vトレンチ、B－1、C－1・2グリッドに位置する。住居東側大部分が調査区域外で

あり、H－5と重複していた．平面形は現状で方形を呈し、東西1．1m、南北4．1m、主軸方位を

N－74。一Eにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積しており、大きく3層に分類された。壁は、約55。

の角度で立ち上がり、壁高21cmを測る。床面は標高112．60mに位置し、ほぼ平坦で、、全面に黒褐

色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内では検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数59点出土した。大半が、酸化焔焼成の須恵器破片であった’。
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H－13号住居埴（fig4－3、PL3－10）

　遺構　Vトレンチ、F－2・3、G－2・3グリッドに位置する．住居東側の一部が調査区域

外にかかる。重複関係は、H－31・33・34、D－90・92・148・149・151・154・．・155・156・1与7・

158・159・160・161・163・164・168としていた。平面形は東西方向に長い長方形を呈し、規模は、

東西4．1m以上、南北3．7m、主軸方位をN－780－Wにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積しておケ）

大きく3層に分類された。壁はほぼ垂直に掘り込まれてお｝）、壁高35cmを測る。床面は標高113．20

mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内では検出されなかった。おそらく、東壁に付されていると推定される。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数240点出土した。大半は、酸化焔焼成の須恵器破片であったが、重要なも

のに鉄器の破片があった。

H－14号住居吐（fig4－4、PL23－8・9）

　遺構　Vトレンチ、D－3、E－3グリッドに位置する。住居東側の大半は調査区域外にがか

り、僅かに、西壁付近を検出したに過ぎない。H－6・8、と重複してお1）、それらよレ）も新し

い。平面形は方形を呈すと推定され、規模は、南北4．6m、主軸方位をN－19。一Wにもつ。土層

は、ほぼレンズ状堆積していた。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、壁高19cmを測る。床面は標

高112．60mに位置し、ほぼ平坦で、部分的に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確課さ

1
れ なかった。

　竈　調査区域内では検出されな』かった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数120点出土している。大半は、酸化焔焼成の須恵器破片であったが、鉄器

馬骨等も出土している。

H－15号住居吐（fig4－5、PL24－1・2）

遺構　6トレンチ、B－7、．B－8グリッドに位置する乙住居北側の大半は調査区域外にかか

｝）、僅かに、南壁付近のみ調査した。H－21・22・44と重復しておセ）、・それらよケ）も新しい。平面形

は方形を呈すと推定され1規槻は、東西3．3m、主軸方位をN－12。一Wにもつ。土層は、ほぼレン

ズ状堆積しておぴ）、大きく4層に分類される。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、壁高33cmを測

る。床面は標高111．90mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット

等は確認されなかった。

　竈調査区域内では検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。
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出土遺物　遺物は総数109点であった。大半は酸化焔焼成の須恵器破片であった。

H－16号住居吐（fig4－6、PL4－1・2・3）

　遺構　6トレンチ、A－4、B－3・4、グリッドに位置する。住居南側半分は調査区域外の

ため完掘できなかった。H－18・19、D－137よりも新しく、D－133・263よ『）先行する。平面形は

方形を呈しておr）、規模は、東西3．6m、南北2．2m以上を測ぴ）、主軸方位をN－79。一Wにもつ。

土層は、レンズ状堆積しており、大きく5層に分類される。壁は67。で立ち上がり、壁高48cmを

測る。床面は標高111．85mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝は、調

査範囲内では全周しており、ピットは確認されなかった。

　竈　調査区域内では検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して．出土した。．

　出土遺物　遺物は総数600点出土している。大半は、酸化焔焼成の須恵器であったが、棒状鉄器、

鉄津、骨片等も出土している。

H－17号住居蛙（fig4－7、PL4－5）

　遺構　6トレンチ、A－5・6、B－5・6、グリッドに位置する。住居南側半分は調査区域

外であ｝）、さらに、H－20に破壊されているため、形状は不明であった。。H－23・24・25・26、D－

171・172よ1）も新しく、H－20、D－134・195よセ），も先行する。規模は、東西3．5m、南北2．3m

以上を測り、主軸方位をN－oo－E：にもつ．．土層は、・レンズ状堆積しておぴ）．、大きく2層に分類

される。壁はほぼ、垂直に掘｝）込まれておセ）、壁高15cmを測る。床面は標高112．10卑に位置し、

ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。・

　竈　調査区域内では検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数952点にのぼって，いる。大半は、酸化焔煙成の須恵器の破片であったが、

鉄器類も、6点出土している。

H－18号住居吐（fig5－1、PL4－6）

　遺構　6トレンチ、A－3、B－3・4、グリッドに位置する。住居南側の大部分は調李区域

外、H－16に破壊されているために調査できなかった。H－16、D－176・219・226と重復してお

り、それらのいずれよりも古い。規模は、東西3．5h1、南北は、調査区戚内0．6mを確認している。

，主軸方位はN－11。一Wにもつ。土層は、レンズ状堆積しておひ）、大きく4層に分類される。壁は

約690の角度で立ち上がり、壁高15cmを測る。床面は標高112．12mに位置し、ほぼ平坦で、．全面に

黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　西壁北側隅部付近にて検出された。南半分は調査区域外のため、未完掘である。地山の黄
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褐色ローム層を掘り込んで構築してお1）、焼きは弱く、焼土ブロックは少なかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は僅かに総数30点出土したのみである。

H－19号住居蛙（fig5－2、PL4－7・8）

　遺構　6トレンチ、A－4、B－4、グリッドに位置する。住居西側はH－16によって破壊さ

れてお｝）、南側大部分は調査区域外のために調査できなかった。重複関係はH－27よ量）新しく、H

－16、D－141よりも古い。規模は、調査区域内で東西0．9m、南北1．9mを確認しているに過ぎな

い。主軸方位はN－1。一Wにもつ。土層は、レンズ状堆積してお｝）、大きく2層に分類される。

壁は約65。の角度で立ち上がり、壁高21cmを測る。床面は標高111．99mに位置し、ほぼ平坦であ

った。貼床はなく、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には確認されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数130点出土している。殆どは、酸化焔焼成の須恵器の破片であったが、鉄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤヘ器、鉄津等も若干出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

H－20号住居吐（fig5－3、PL24－5）

　遺構　6トレンチ、B－5・6・7グリッドに位置する。南側の大部分を調査区域外におく。

重複関係はH－17・22・23と切り合う。規模は、東西4．6m、南北は、調査区域内0．6mを確認し

ている。主軸方位はN－110－Wにもつ。土層は、ほぼレンズ状堆積してお1）、大きく3層に分類

される。壁は67。の角度で立ち上がり、壁高23cmを測る。床面は標高112．05mに位置し、ほぼ平

坦であった。床面は部分的に貼床が、施されており、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈くfig5－4）北壁中央部やや東よを）に確認された。残存状況は、比較的良好で、燃焼部は、

馬蹄形に壁外に張り出す。天井部は、崩落しており、焼土ブロックは少なかった。又、煙道部は

全く削平されていた。構築状況は、地山のローム層を掘り込んで、若干の粘土を用いており、焚

口部幅52cm、奥行88cmを測ぴ）、煙道部へは、67。の角度で立ち上がる。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、117点出土している。・殆どは、、土師器の小破片であった。

H－21号住居吐（fig5－5、PL4－9・10）

　遺構　6トレンチの東端、A－7・8、B－7・8グリッドに位置する。南側の一部を調査区

域外におき、東は昨年度調査トレンチによひ）破壊されていた。昨年度の段階ではD－153は確認さ

れていたが、本住居肚の存在は未確認であった。本年度調査区のトレンチ東壁直下の位置には昨

年度W－36の西側立ち上がりがあ｝）、同溝によって本住居東壁は破壊されていることになる。1重
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複関係はこの他、H－15、D－153にも切られている。規模は、東西2．7m、南北は、調査区域内1．7

mを確認している。主軸方位はN－64。一Eにもつ。土層は、ほぼ水平に堆積しておを）、大きく2

層に分類される。壁は約550の角度で立ち上がり、壁高18cmを測る。床面は標高112．02mに位置

し、ほぼ平坦であった。床面は部分的に貼床が、施されており、周溝、ピット等は確認されなか

った。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数136点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。

H－22号住居虻・（fig5－6、PL5－1・2）

　遺構　6トレンチ、A－6・7、B－6・7グリッドに位置する。僅かに住居北壁の一部を検

出したのみであン）、周囲はトレンチ南壁、H－15・20・23により囲まれていて、三角形を呈して

いる。重複関係はこの他、H－44が、本住居の床面下に構築されていた。規模は、現存長、東西

3．5m、南北2．2mを確認しておセ）、主軸方位をN－42。一Wにもつ。土層は、ほぼレンズ状に堆積

しておセ）、大きく3層に分類される。壁面はほぼ、垂直に掘り込まれておケ）、壁高15cmを測る。

床面は標高112．02mに位置し、ほぼ平坦であった。床面は部分的に貼床が、施されており、周溝、

ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、76点あった。

H－23号住居吐（fig5－7、PL5－3・4・5・6）

　遺構　6トレンチ、A－6・7、B－6・7グリッドに位置する。住居北側の一部を調査区域

外に置く。重複関係は、H－17・20・24、D－172に破壊されてお｝）、H－22、D－140・171よセ）

後出する。規模は、東西3．2m、南北2．5mを測り、主軸方位をN－320－Wにもつ。土層は、ほぼ

レンズ巷に堆積しており、大きく5層に分類される。壁面はほぼ、垂直に掘り込まれており、壁

高15cmを測る。床面は標高111．95mに位置し、ほぼ平坦であった。床面は部分的に貼床が、施さ

れており、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、90点あった。殆どは、土師器の小破片であった。

H－24号住居吐（fig6－1、PL5－7）

遺構　6トレンチ、A－6、B－6グリッドに位置する。住居北側一部を調査区域外に置き、
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東南部分をH－17、D－171・172によって破壊されていた。重複関係は1、このほかH－23も切っ

ている。規模は、東西2．7m、南北1．6m以上を測｝）、主軸方位をN－90。＝Wにもづ。土層は、ほ

ぼ水平に堆積しておr）、大きく3層に分類される。壁面は61。の角度で立ち上が詑）、壁高17cmを

測る。床面は標高112．13mに位置し、平坦であった1床面はほぼ全面的に貼床が、施されており、

周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig6－2、PL5－8）東壁中央よr）やや南よ｝）の位置に、粘土を使用して構築されてい

た。燃焼部は、馬蹄形に壁外に張り出す。天井部は崩落し、煙道部は、削平されているが、火床

面から、約37。の角度で立ち上がる。焚口部幅64cm、奥行62cmを測る’。

　遺物出土状態　遺物は竈周辺に集中して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、80点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、工具状を

呈す鉄器が出土している。

H－25号住居蛙（fig6－3、PL5－5）

　遺構　6トレンチ、B－4・5グリッドに位置する・。遺構は、南側を調査区域外に置き、周り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
を、H－17・19・26・27、D－175によって破壊されておひ）、住居本来の壁面を持たない。さらに、

床面中央には、D－135・136が深く掘『）込まれ、従来の面影を全く残さない。規模は残存長、東

西2．7m、南北1．7mを測る。土層は、ほぼ水平に堆積しておひ）、大きく2層に分類される。床面

は標高112．23mに位置し、ほぼ平坦であった。床面はほぼ全面的に貼床が施されており、周溝、

ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、209点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。

H－26号住居蛙（fig6－4、PL5－10）

遺構　6トレンチ、A－5、B－5グリッドに位置する。遺構は、北側が調査区域外であり、

東南部をH－17、D－175によって破壊されており、H－24・25・27、D－224よ『）も後出する。平

面形は、方形と推定され、規模は、東西2．7m、南北1．9mを測る。土層はレンズ状堆積してお

り、大きく4層に分類される。床面は標高112．11mに位置し、ほぼ平坦であった。床面はほぼ全

面的に貼床が施されており、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位をN－go－Wにと

る。

　竈　（fig6－5）東壁南側の位置に｛凝灰岩の加工材及び粘土と黒色土を使用して構築されて

いた・天井部は崩落しており・壁の焼けは強い・燃焼部は・馬蹄形に壁外に張？出，し・中央やや

奥に支脚の痕跡と思われる窪みを持つ。焚口部幅50cm、奥行76cmの規模を有し、右袖部には、四

角に整えた凝灰岩の切石が検出された。焚口部にも、破片が三石残っており、鳥居状石組竈であ
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った可能牲をもつ。煙道部はすでに削平されていて、全く消失しているが、火床面から44。の角度で

立ち上がった位置から煙道部1こなる。掘1）方は、ほぼ同型で、袖石の据え痕が認められた他は特別

な遺構は検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は竃周辺に集中して出土した。

　出土遺物　遺物は総数169点出土し々。殆どは、土師器の小破片であったが、鉄津も若干出土し

た。

H－27号住居趾（fig6－6、PL6－2・・3）

　遺構　6トレンチ、A－4・5｛B－4・5グリッドに位置する．遺構は、北側が調査区域外

であ1）、東側をH－26、D－227、西側をH－19によって破壌されている。先行して、H－25、D

－224がある。平面形は、方形と推定され、規模は、残存部分で、東西2．3m、南北4．Omを測る。

壁は殆ど垂直に掘ヤ）込まれてお1）、壁高23cmを測る。土層はほぼ水平に堆積しており、大き、く2

層に分類される。床面は標高112．04mに位置し、ほぼ平坦であった。床面は殆ど全面的に貼床が

施されてお1）、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位をN－79。一Eにとる。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、382点出土している。殆どは、土師器、須恵器の小破片であったが、

馬歯が出土している。

H－28号住居蛙（fig6－7、PL6－5）

　遺構　Vトレンチ、G－2・3、H－3グリッドに位置する。遺構は、東側が一部調査区域外

にかか1）、中央部から南東部にかけてをD－72・73・96・100・142によって破壊されてお｝）、H

－13によって切られている。平面形は、方形と推定され、規模は、南北3．4m、東西は残存部分で、

最高3．6mを測る。土層はほぼ水平に堆積していた。床面は標高112．62mに位置し、ほぼ平坦であ

った。貼床、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位をN－560－Wにとる。

　竈　（fig6－8、PL6－4）西壁南隅に検出された。地山の硬い水生砂質土層を掘り込んで、

壁外に構築されていた。右袖には、凝灰岩切石が、一石残ってお1）、炊口部を鳥居状に組んだ石

組竈であったと推定される。燃焼部の、中央部には、支脚に用いられた、河原石が据えられてお1）、・

火床面からは、緩やかな角度で煙道部へと移行する。焼け込みは、弱く、焼土は殆ど確認されな

かった。煙道部は、先ぼそ1）の馬蹄形を呈し、先端を、D－74によって切られている。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、22点出土したのみである。殆どが、酸化焔焼成の須恵器小破片であ

った。
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H－29号住居吐（fig7－1）

　遺構　Vトレンチ、F－2・3グリッドに位置する。遺構は、北東がH－8によって、南側は、

H－13によって破壊されており、床面下に、H－4・11・29・33・34が構築されている。平面形

は、方形と推定され、規模は、，南北2．9m、東西は残存部分で、最高2．7mを測る。土層はほぼ水

平に推積していた。床面は標高112．80mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施されて

おり、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位はN一ぴ一Wにとる。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、203点出土した。釘状鉄器が出土した。

H－30号住居蛙（fig7－2、PL3－7・8）

　遺構　Vトレンチ、C－1・2、D－1・2グリッドに位置する。遺構は、北側をH－5によ

って、西側をH－2、1－3、D－214で、破壊されていた。先行して、H－7・10、D－130が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤロ構築されていた。平面形は、長方形と推定され、規模は、南北2．4m、東西1、4m測る。壁は70。

の角度で立ち上がり、壁高38cmを測る。土層はほぼ水平に堆積していた。床面は標高112．98mに

位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施されており、周溝、ピット等は確認されなかった。

主軸方位はN－87。一Wにとる。

　竈　　（fig7－3、PL6－6）東壁中央部に位置する。燃焼部を円形に壁外に張り出す。焼けは

弱く、残り具合も悪い。煙道部は全く失われている。焚口部幅80cm、奥行102cmの規模を有し、

44。の角度で立ち上がり煙道部へと至る。壁面は若干、粘土を用いている。

　遺物出土状態　遺物は竈周辺に集中して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、235点出土している。殆どは、酸化焔焼成の須恵器破片であったが、

釘状の鉄器、鉄津等が出土している。

H－31号住居吐（fig7－4、』PL6－7）

　遺構　Vトレンチ、F－2・3、G－2・3グリッドに位置する。遺構は、H－13の床面下で

検出された。H－28・34よりは新しい。平面形は、長方形で、規模は、残存長南北2．3m、東西

2．9mを測1）、壁はほぼ垂直に掘セ）込まれてお｝）、壁高4cmを測る。土層は水平に堆積しており、

床面は標高113．00mに位置し、平坦であった。貼床は部分的に施されており、周溝、ピット等は

確認されなかった。主軸方位はN－82。一Wにとる。

　竈（fig7－5）東壁のほぼ中央部に位置する。燃焼部を円形に壁外に張1）出す6焼けは弱く、

残り具合も悪い。焚口部幅50cm、奥行60cmの規模を有し、44。の角度で、立ち上がり、消失してい

る煙道部へと至る。壁面は若干の粘土を用いている。
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　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、165点出土した。殆どは、酸化焔焼成の須恵器小破片であったが、棒

状の鉄器、刀子状鉄器、銅津、鉄澤、馬骨等が出土している。

H－32号住居蛙（fig7－6、PL6－8）

　遺構　Vトレンチ、F－1・2、E－2グリッドに位置する。遺構は、南側の殆どをH－11号

住居に破壊されており、北西隅部も、D－152で切られている。平面形は、方形で、規模は、残存

長南北2．1m、東西2．7mを測り、壁はほぼ垂直に掘1）込まれてお｝）、壁高20cmを測る。土層は殆ど

水平に堆積していた。床面は標高113．10mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施され

てお1）、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位はN－850－Eにとる。

　竈調査区域内には、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、168点出土している。殆どは、酸化焔焼成の須恵器小破片であったが、

鉄器類も、若干出土している。

H－33号住居蛙（fig7－7、PL6－9・10）

遺構　Vトレンチ、F－2・3、E－2グリッドに位置する。遺構は、H－29の床面下で検出

された。北側の殆どをH－8号住居に破壊されてお皆）、南側はH－13が切っていた。先行し．て、

H－4・11・34が構築されていた。平面形は、方形で、規模は、南北3．2m、東西2．8m以上を測

る。壁はほぼ垂直に掘1）込まれてお壷）、壁高18cmを測る。土層は水平に堆積しセいた。床面は

標高112．78mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施されておを）、周溝、ピット等は

確認されなかった。主軸方位をN－1。一Wにとる。

　竈　調査区域内には、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で1125点出土した。殆どは、酸化焔焼成の須恵審小破片であったが、釘

状鉄器が二点出土している。

Hア34号住居吐（fig7－81PL7－2〉

　遺構　Vトレンチ、F－2グリッドに位置する。遺構は、北側の殆どをH－29・31、D－154

によって破壊されてお1）、西壁の南側も、D－90に切られていた。平面形は、方形で、規模は、

西壁で、3．5mを測り、東西残存長1．6m以上を測る。壁は52。の各度で立ち上が1）、土層はほぼ水

平に堆積していた。床面は標高112．94mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施されて

おり、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位をN－3。一Eにとる。

　竈　調査区域内には、検出されなかった。
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遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

出土遺物　遺物は総数で、β2点出土したのみである。鉄釘が出土している。

H－35号住居吐（fig8－1、PL7－3・4・5）

　遺構　6トレンチ、A－2、B－2・3グリッドに位置する．遺構は、南側を調査区域外に置き、

東壁中央部をD－218によって破壊されている。平面形は、長方形と推定され、規模は、南北2．9m

以上、東西2．8mを測る。壁は61。の角度で立ち上がり、壁高15cmを測る。土層はほぼレンズ状に堆

積しており、大きく3層に分けられる。床面は標高112．17mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床

は部分的に施されており、周溝、ピット等は確認されなかった。主軸方位はN－11。一Wにとる。

　竈　調査区域内には、検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、115点出土した。

　　H－36号住居吐（fig8－2、PL7－6・7・8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤロ　遺構　19トレンチ、A－7・8グリッドに位置する。遺構は、北側を調査区域外に置く。ギ面

形は、方形で、規模は、南北現存長1．4m、東西3．8mを測る。壁は62。の角度で立ち上が1）、壁高

9cmを測る。土層はほぼ水平に堆積しており、大きく3層に分けられる。床面は標高110．78mに

位置し、ほぼ平坦であった。貼床は部分的に施されてお｝）、周溝、ピット等は確認されなかった。

主軸方位はN－81。一Eにとる。

　竈（fig8－3）東壁南寄1）で確認された。燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出し若干の粘土を用

いて構築されていた。焚口部幅60cm、奥行80cmの位置で、63。の角度で立ち上がり、煙道部へと至

る。左袖部に袖石を抜いた痕跡と思われる、ピットがあった．。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、140点出土した。重要なものに、鉄器、鉄津等があった。

H－37号住居吐（fig8－4、PL7－8）

　遺構　19トレンチ、A－7・8、B－7・8グリッドに位置する。住居の大半をH－36によっ

て破壊されている。平面形は方形を呈し、東西4．3m、南北2．Om以上を測r）、主軸方位をN－840

－Wにもつ。土層はレンズ状堆積しておン）、大きく3層に分類された。壁は700の角度で掘セ）込ま

れており、壁高11cmを測る。床面は標高110．78mに位置し、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、

ピット等は確認されなかった。

　竈　　（fig8－5）東壁南隅で検出された。燃焼部は三角形に壁外に張り出してお1）、焼けは弱

い。天井部は崩落しておりロームブロックが確認されている。焚口幅44cm、奥行100cmを測り、

50。の角度で立ち上が1λ、煙道部へと至る。
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遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

出土遺物　総数43点出土している。大半は、土師器の小破片であった。

H－38号住居趾（fig8－6、PL7－9）

　遺構　19トレンチ、A－4・5、B－4・5グリッドに位置する。住居南側を調査区域外に置

き、D－183・184・185・186・251に破壊されており、床面下にH－46がある。平面形は方形を呈し、

東西3．1m、南北1．8m以上を測髭）、主軸方位をN－700－Eにもつ。土層はほぼ水平に堆積してお

詑）、大きく5層に分類された。壁は55。の角度で立ち上が1）、壁高30cmを測る。’床面は標高110．63

mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

，西南隅部に炭化物の集積が認められた。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、61点出土したのみであった。大半は、土師器小破片であったが、石

製模造品の破片や、軽石製のすり石が出土した。

H－39号住居吐（fig8－7、PL7－10）

　遺構19トレンチ、A－2・3グリッドに位置する。住居北側を調査区域外に置き、D－206・

207に破壊されており、D－202を切って構築している。床面下にH－46がある。平面形は方形を

呈し、東西3．1m、南北1．8m以上を測り、主軸方位をN－70。一Eにもつ。土層はほぼ水平に堆積

しており、大きく5層に分類された。壁は55。の角度で掘1）込まれており、壁高30cmを測る。床面

は標高110．63mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認

されなかった。西南隅部に炭化物の集積が認められた。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、33点のみであった。

H－40号住居吐（fig8－8、PL8－1）

　遺構　19トレンチ、A－3・4、B－3グリッドに位置する。住居北側を調査区域外に置き、

D－191・199・231・242に破壊されている。平面形は方形を呈し、東西2．6m、南北1．7m以上を

測1）、主軸方位をN－540－Eにもつ。土層はレンズ状堆積しており、大きく4層に分類された。

壁は770の角度で立ち上がり、壁高20cmを測る。床面は標高110．62即に位置し、ほぼ平坦で、全面

に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。
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出土遺物　遺物は大半が、酸化焔焼成須恵器であったが、多量の骨片も出土している。

H－41号住居趾（fig8－9）

　遺構　19トレンチ、B－1・2グリッドに位置する。住居南側、西側を調査区域外に置く。平

面形は方形を呈し、残存長東西1．6m以上、南北0．4m以上を測1）、主軸方位をN－82。一Eにもつ。

土層はほぼ水平に堆積してお1）、大きく2層に分類された。壁はほぼ垂直に掘1）込まれており、

壁高13cmを測る。床面は標高110．91mに位置し、ほぼ平坦で、全面に黒褐色土を貼床していた。

周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、，細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で6点のみである。

H－42号住居蛙（fig9－1）

　遺構　Rトレンチ、Gr1グリッドに位置する。住居酉側の大半は調査区域外で、僅かに東壁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
の竈付近のみ調査できた。東壁の一一部も、W－23、D－228によって破壊されていた。平面形は方

形を呈すると推定され、残存長東西0．2m以上、南北は北東隅部を破壊しているD－228の北側には

及ばないことから、2．7m前後と思われる。主軸方位をN－820－Wにもつ。土層はほぼ水平に堆

積しており、大きく3層に分類された。壁はほぼ垂直に掘｝）込まれており、壁高13cmを測る。床

面は標高110．10mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig9－2、PL8－2）東壁南隅部に検出された。焚口部には用材と推定される円礫が多

数検出された。燃焼部は馬蹄形に壁外に張1）出す。焚口部幅62cm、奥行50cmの位置で、51。の角度

で立ち上が1）、完全に削平されていた煙道部へ至る。

　遺物出土状態　遺物は竈周辺に集中して出土した。

　出土遺物　遺物は総数31点出土した。

H－43号住居吐（fig9－3、PL8－3・4・5・6）

　遺構　19トレンチ、A－5・6、B－5・6グリッドに位置する。住居の北側及び南側を調査

区域外に置き、西側をH－46に切られる。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西1．1m以

上、南北2．5m以上を測る。主軸方位をN－50。一Wにもつ。土層はほぼレンズ状堆積をしており、

大きく4層に分類された。壁はほぼ垂直に掘｝）込まれてお｝）、壁高30cmを測る。床面は標高110．52

mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数50点出土した。殆どは、土師器の破片であったが、鉄器が一点出土して
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いる。

H－44号住居吐（fig9－4、PL8－7・8）

　遺構　6トレンチ、B－7グリッドに位置する。住居の南側を調査区域外に置き、H－15・22

に破壊されていた。平面形は方形を呈すると推定され、残存長東西2．Om、南北1．2mを測る。主

軸方位をN－69。一Eにもつ。土層はほぼレンズ状堆積をしており、大きく4層に分類された。壁

はほぼ垂直に掘り込まれており、壁高30cmを測る。床面は標高111．76mに位置し、ほぼ平坦で、

直上に焼土の集積が認められ、部分的に貼床が施されていた。周溝、ピット等は確認されなかっ

た。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で65点出土した。殆どは、土師器の小破片であった，

H－45号住居阯（fig9－5、PL8－9）

　遺構　Rトレンチ、F－1、G－1・2グリッドに位置する。住居の西側及び南側を調査区域

外に置く。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西0．3m、南北4．3mを測る。主軸方位をN

－1go－Wにもつ。土層はほぼ水平に堆積してお1）、大きく2層に分類された。壁はほぼ直角に掘

1）込まれており、壁高24cmを測る。床面は標高110．18mに位置し、ほぼ平坦で、部分的に貼床が

‘
施 されていた。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土したが量は少なかった。

　出土遺物　遺物は総数12点のみであった。殆どは、酸化焔焼成の須恵器小破片であった。

H－46号住居吐（fig9－6、PL8－10）

　遺構19トレンチ、A－5、B－4・5グリッドに位置する。住居の南側約半分を調査区域外

に置く。平面形は長方形を呈すと推定され、東西3．4m、南北残存長2．8mを測る。主軸方位をN

－41。一Eにもつ。土層はほぼレンズ状堆積してお1）、大きく4層に分類された。壁はほぼ垂直に

掘り込まれており、壁高14cmを測る。床面は標高110．48mに位置し、ほぼ平坦であった。貼床、

周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数29点出土した。殆どは、土師器の小破片であった。
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H－47号住居吐（fig9－7、PL9－1）

　遺構　丁トレンチ、1－1・2、J－2グリッドに位置する。住居の東側約半分を調査区域外

に置く。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西1．8m、南北2．7mを測る。主軸方位をN－

13◎一Wにもつ。土層はほぼレンズ状堆積しており、大きく4層に分類された。壁は6goの角度で

掘1）込まれてお1）、壁高27cmを測る。床面は標高113．34mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的

に貼床されてお1）、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　（fig9－8、PL24－7）北壁に位置する。残存状況は非常に良好で、天井部も崩落せずに

残っていた。焚口部を壁際に設け、燃焼部は三角形に壁外に張り出し、壁から90cmの位置でほぼ

垂直に立ち上が1）、煙道部に至る。1主軸方位N－13。一Wの方向に持つ。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、205点出土した。殆どは、須恵器の小破片であった。

　　H－48号住居吐（fig10－1、PL48－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤロ　遺構　丁トレンチ、N－1・2、0－1・2グリッドに位置する。住居の西側約半分を調査区

域外に置く。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西2．2m、南北4．5mを測る。主軸方位を

N－240－Wにもつ。土層はレンズ状堆積してお1）、大きく4層に分類された。壁はほぼ垂直に掘1）

込まれており、壁高14cmを測る。床面は標高113．60mに位置し、平坦であった。部分的に貼床さ

れてお1）、周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、337点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、石製模造

品の剣型品が出土している。

H－49号住居吐（fig10－2、PL25－1）

　遺構　丁トレンチ、E－1グリッドに位置する。住居の西側約半分を調査区域外に置く。平面

形は方形を呈すと推定され、残存長東西116m、南北2．7mを測る。主軸方位をN－2。一Eにも

っ。土層はレンズ状堆積してお｝）、大きく6層に分類された。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、1

壁高29cmを測る。床面は標高113．68mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的に貼床されており、

南壁際竈右脇に貯蔵穴と推定される、ピットが検出されている。周溝は確認されなかった。

　竈　（fig10－3、PL24－9）南壁東隅部に於いて検出された。燃焼部を馬蹄形に壁外に張｝）出

す。．焼け込みはあま1）強くなく、焚口部幅44cm、奥行86cmの位置で60。の角度で立ち上がり、煙道

部へと到る。

　遺物出土状態　遺物は1まぼ全域に散在し．て出土した。
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出土遺物　遺物は総数で、141点出土した。殆どは、土師器の小破片であった。

H－50号住居吐（fig10－4、PL9－2）

　遺構　丁トレンチ、F－2・3、G－2・3グリッドに位置する。住居の南壁を調査区域外に

置くが、検出されている南西隅部の位置から、床面は殆ど完掘できており、もう数cmで南壁に至

るものと推定される。平面形は東西に長い長方形を呈しており、東西4．2m、南北2．8mを測る。

主軸方位をN－87。一Wにもつ。土層はほぼレンズ状堆積してお｝）、大きく3層に分類された。壁

はほぼ垂直に掘り込まれておン）、壁高33cmを測る。床面は標高113．70mに位置し、ほぼ平坦であ

った。部分的に貼床されてお｝）』、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈（fig10－5）東壁南隅部に於いて検出された。残存状況は非常に良好で、天井部も崩落せ

ずに残っていた。燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出す。焚口部幅32cmで、奥行80cm”）位置で、70。の

角度で立ち上が1）、煙道部へと至る。天井部分は若干のスサ混じ1）の粘土を構築材に用いる。燃

…焼部中央直下の掘り方内より獣骨の出土がまとまってあった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、1，459点にのぼっている。殆どは、須恵器の小破片であったが、石製

模造品の臼玉未製品と獣骨の出土が特筆される。

H－51号住居趾（fig10－6、PL9－3）

　遺構　丁トレンチ、E－2、F－2グリッドに位置する。住居の東側約半分を調査区域外に置

く。床面下に、H－71・78・79・80・91・97、D－254がある。平面形は方形を呈すと推定され、

残存長東西1．8m、南北は全長3．4mを測る。主軸方位をE－12。一Eにもつ。土層はレンズ状堆

積してお1）、大きく4層に分類された。壁はほぼ垂直に掘り込まれてお1）、壁高15cmを測る。

床面は標高113．65mに位置し、平坦であった。部分的に貼床されてお1）、周溝、ピット等は確認

されなかった，

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　出土遺物は、総数で160点あった。殆どは、酸化焔焼成の須恵器破片であった。

H－52号住唐趾（fig10－7）

　遺構　Rトレンチ、A－1・2、B－2グリッドに位置する。住居の東側約半分を調査区域外

に置き、北側はH－54、W－18に破壊されている。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西

”
2
．

4m、南北2．Omを確認したに過ぎない。主軸方位をN－56◎一Wにもつ。土層はレンズ状堆積

しており、大きく6層に分類され覆土中にはFAの純層を検出している。壁はほぼ垂直に掘1）

込まれてお1）、壁高40cmを測る．床面は標高109。80mに位置し、平坦であった。部分的に貼床さ
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れており、壁際でピットを検出している。周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、226点出土した。殆どは、土師器の小破片であった。

H－53号住居虻（fig10－8、PL9－4）

　遺構　Rトレンチ、A－1グリッドに位置する。住居北側、東側の大半を調査区域外に置き、

僅かに、一辺の一部を検出したに過ぎない。主軸方位をN－39。一Wにもつ。土層は水平に堆積

してお1）、大きく6層に分類され覆土上層中にはFAの純層を検出している。壁はほぼ垂直に

掘り込まれており、壁高56cmを測る。床面は標高109．64mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的

に貼床されてお1）、壁際でピットを検出している。周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、7点のみであった。石田川期に属すと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　H－54号住居趾（fig10－9、PL9－5・6）

　遺構　Rトレンチ、A－1・2グリッドに位置する。住居北側、西側の大半を調査区域外に置

き、東側はH－53に破壊されてお1）、僅かに、南東隅の一部を検出したに過ぎない。主軸方位を

N－810－Eにもつ。土層はほぼ水平に堆積しており、大きく3層に分類され覆土上層中にはFA

の純層を検出している。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、壁高18cmを測る。床面は標高109．63

mに位置し、平坦であった。部分的に貼床されてお1）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、63点出土した。殆どは、土師器の小破片であったが、鉄津が一点出

土している。

H－55号住居吐（fig11－1、PL9－7）

　遺構　19トレンチ、A－8、B－7・8グリッドに位置する。住居南側、東側の大半を調査区

域外に置き、僅かに、北東隅の一部を検出したに過ぎない。主軸方位をN－43。一Eにもつ。土

層は水平に堆積してお1）、大きく3層に分類され覆土中にはFAの純層を検出している。壁は

ほぼ垂直に掘り込まれており、壁高14cmを測る。床面は標高110．94mに位置し、ほぼ平坦であっ

た。部分的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。
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出土遺物　遺物は総数で、119点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。

H－56号住居吐（fig11－2、PL9－8・9）

　遺構　Rトレンチ、C－1、D－1グリッドに位置する。住居西側の大半を調査区域外に置く。

重複遺構は無かった。主軸方位をN－1。一Wにもつ。土層はほぼ水平に堆積しており、大きく3

層に分類され、掘り込み面はF　A純層の水平堆積層直下からである。壁は約700の角度で掘り込

まれており、壁高24cmを確認している。床面は標高110．04mに位置し、ほぼ平坦であった。部分

的に貼床されておひ）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、119点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。石田川期に

比定されると思われる。

H－57号住居吐（fig11－3）

　遺構　丁トレンチ、D－2グリッドに位置する。住居東側の約半分を調査区域外に置き、南側

をh－79に破壊される。主軸方位をN－6。一Eにもつ。土層はほぼ水平に堆積してお1）、大きく

2層に分類さ．れる。壁は66。の角度で掘1）込まれてお1）、壁高29cmを確認している。尿面は標高

113．67mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなか

った。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、113点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、棒状の鉄

器、鉄釘等が出土している。

H－58号住居吐（fig11－4、PL9－10〉

　遺構　丁トレンチ、A－1、B－1グリッドに位置する。住居西側の大半を調査区域外に置き、

北東、南東コーナーをD－252、D－264に破壊される。主軸方位をN－46。一Eにもつ。土層はほ

，ぼ水平に堆積しており、大きく2層に分類される。壁は41。の角度で掘り込まれてお1）、壁高17cm

を確認している。床面は標高113．58mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的に貼床されており、

，ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、53点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、鉄津が一

点出土している。
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H－59号住居吐（fig11－5、PL10－1）

　遺構　丁トレンチ、E－1、F－1・2グリッドに位置する。住居の西側を調査区域外に置く。

竈煙道部をH－49に破壊され、H－71・96を壊して構築されている。平面形は方形を呈すと推定

され、残存長東西2．Om、南北2．4mを測る。主軸方位をN－0。一Eにもつ。土層はほぼ水平堆積

しており、大きく2層に分類された。壁は61。の角度で立ち上が｝）、壁高18cmを測る。床面は標

高113．70mに位置し、平坦であった。部分的に貼床されてお1）、ピット、周溝は確認されなか

った。

　竈　（fig11－6、PL10－2）北壁ほぼ中央部に於いて検出された。残存状況は比較的良好であ

ったが、天井部は全く削平されていた。燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出す。左袖のみ石と土師器

長胴甕を伏せて用材に使用してお1）、焚口部幅60cmで、奥行60cmの位置で、ほぼ垂直に立ち上が

り、煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、340点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、石製模造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤヘ品臼玉、鉄津等が出土している。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　も

H－60号住居蛙（fig11－7）

　遺構　丁トレンチ、L－2、M－2グリッドに所在する。住居東側の大半を調査区域外に置く。

平面形は隅丸方形で主軸方位をN－16。一Wにもつ。重複関係は、H－68・70を破壊して本住居は

構築されていた。土層はほぼ水平に堆積してお｝）、大きく4層に分類される。壁は500の角度で掘

り込まれており、壁高40cmを確認している。床面は標高113．53mに位置し、ほぼ平坦であった。

部分的に貼床されてお『）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、236点出土した。殆どは、土師器の小破片であった。

H－61号住居蛙（fig11－8、PL10－3〉

　遺構　丁トレンチ、L－1・2、M－1・2グリッドに所在する。住居西側の約半分を調査区

域外に置き、北東をH－70、B－2、南側はH－74、中央部をD－253によって一部破壊される。

床面下にはH－84が構築されている。平面形は方形と推定され、主軸方向をN－170にもつ。土層

はほぼレンズ状堆積をしてお｝）、大きく4層に分類される。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、

壁高7cmを確認している。床面は標高113．68mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的に貼床され

ており、ピット、周溝は確認されなかった。

、竈　調査区域内には検出されなかった。
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　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、574点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが、鉄津が一

点出土している。

H－62号住居蛙（fig12－1）

　遺構　丁トレンチ、B－1・2、C－2グリッドに所在する。住居東側の約半分を調査区域外

に置き、北側をH－67．88に、南側は甚｛一69．89によって一部破壊される。平面形は方形と推定さ

れ、主軸方位をN－5。一Wにもつ。土層は1層のみを確認している。壁はほぼ垂直に掘ヤ）込まれ

ており、壁高10cmを確認している。床面は標高113．78mに位置し、ほぼ平坦であった。部分的に

貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態．遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、242点であった。殆どは、土師器の小破片であったが、武器と思われ

る鉄器が出土している。

H－63号住居吐（fig12－2、PL10－4）

　遺構　19トレンチ、A－2・3、B－2・3グリッドに所在する。住居北側の一一部を撹乱によ

、って破壊され、南側は調査区域外にかか塗）、床面はH－39、D－200・201・202・203・204・205・

1206・207・208・209・220・238・239・240によって破壊され、D－217が床面下に構築されていた。

平面形は長方形と推定され、主軸方位をN－31。一Wにもつ。土層はほぼ水平に堆積しており、大

きく2層に分類される。壁はほぼ垂直に掘塗）込まれてお『）、壁高7cmを確認している。床面は標1

高110．65mに位置し、平坦であった。部分的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかっ

た。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、83点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。

H－64号住居蛙（fig12－3、PL10－5）

　遺構　Rトレンチの最南端、G－1・2グリッドに所在する。住居の西、南、東側の一部を調

査区域外に置き、H－45を破壊してお｝）、H－42、』D－230、2号畝状遺構によって切られてい

る．平面形は方形と推定され、主軸方位をN－776－Wにもつ．土層はレンズ状堆積しており、大

きく3層に分類される．’壁はほぼ垂直に掘膨）込まれておぴ）、壁高19cmを確認している．床面は標．

高110．07mに位置し、平坦であった。部分的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかっ

た。
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　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、17点出土している。いず，れも小破片のみであ1）、図示できるものは

無かった。石田川期に属すと推定される。

H－65号住居吐（fig12－4、PL10－6）

　遺構　19トレンチ、A－6・7・8、B－7グリッドに所在する。住居の北側を撹乱によって

破壊される。H－36・37、D－179・212、W－15・16、1号畝状遺構と重複してお1）、そのすべ

てに先行する。遺構平面形は方形と推定され、主軸方位をN－44。一Eにもつ。土層はほぼレンズ

状堆積してお1）、大きく4層に分類される。壁は65。の角度で掘1）込まれてお｝）、壁高26cmを確認

している。床面は標高110．48mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されてお1）、ピット、

周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤリ　出土遺物　遺物は総数で、157点出土している。殆どは、土師器の小破片で為ったが、床面近く

で、陶邑ON46期に並行すると思われる須恵器の蓋が出土した。

H－66号住居吐（fig12－5、PL10－7・8）

遣構　丁トレンチめ南端、N－2、0－2グリッドに所在する。住居の東側を調査区域外に置

き、西側はH－48、南側はH－72、D－131によって破壊されていた。平面形は方形と推定さ

れ、規模は、確認長5．7m×3．9mとかな｝）大きく、おそらく、一一辺8m前後の大型住居であると

思われる。主軸方位をN－oo－Eにもつ。土層はほぼ水平に堆積しており、大きく6層に分類さ

れる。壁は78。の角度で掘1）込まれてお1）、壁高17cmを確認している。床面は標高113．58mに位置

し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、310点出土している。殆どは、土師器の小破片であったが》鎌の先端

部と思われる、鉄器が出土している。6世紀前半代の所産と考えられる。

H－67号住居吐（fig12－6、PL10－10）

遺構　丁トレン』チ、A－1、B－1・2グリッドに位置する。住居の北側と南側を調査区域外

に置き、南東部をH－58、D－252・264によって破壊される。床面下にH－62．88が構築されてい

る。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西3．6m、南北2．9mを測る。主軸方位をN－850－

Eにもつ。土層はほぼ水平堆積してお1）、大きく2層に分類された。壁は68。の角度に掘ひ）込まれて
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おり、壁高14cmを測る。床面は標高113．70mに位置し、ほぼ平坦であった。全面的に貼床されて

おセ）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈’（fig12－7、PL10－9）東壁に於いて検出された。残存状況は比較的良好であったが、

煙道部は全く削平されていた。右袖のみ凝灰岩切石を竈構築の補強材として用いていた。焚口は

ちょうど壁際にあり、燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出す。幅45cm、奥行83cmの位置で、77。の角度

で立ち上がり、煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぽ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、459点出土している。殆どは、土師器、須恵器の小破片であったが、

鉄片、釘状の鉄器等が出土している。

H－68号住居吐（fig12－8、PL25－6）

　遺構　丁トレンチ、L－2、M－2グリッドに所在する。住居の東側を調査区域外に置き、東

北側は、H－60で、西側の一部はB－2によって破壊されていた。H－61・70・84は先行する。

平面形は方形と推定され、規模は、確認長東西1．2m×南北3．9mを測る。主軸方位をN－13。一W

にもつ。土層は水平に堆積しており、大きく2層に分類される。壁はほぼ垂直に掘｝）込まれてお

1）、壁高25cmを確認している。床面は標高113．50mに位置し、平坦であった。全面に貼床されて

おり、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、259点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。6世紀前半

代の所産と推定される。

H－69号住居吐（fig13－1）

　遺構　丁トレンチ、C－1・2、D－1・2グリッドに所在する。住居の東側を調査区域外に

置き、さらに、H－89・92・95・57によって、破壊されており、床面下にH－62が構築されている。

平面形は方形と推定され、規模は、確認長東西3．2m×南北4．1mを測る。主軸方位をN－20－W

にもつ。土層はレンズ状堆積しており、大きく3層に分類される。壁はほぼ垂直に掘1）込まれて

お1）、壁高20cmを確認している。床面は標高113．70mに位置し、平坦であった。全面に貼床され

ており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、636点に及んでいる。その殆どは、土師器の小破片であった。
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H－70号住居吐（fig13－2、PL11－1）

　遺構　丁トレンチ、L－1・2、M－1・2グリッドに所在する。住居の東側を調査区域外に

置き、東南側は、H－60・68・76、B－2によって破壊されており、先行してH－61・73・84が

ある。平面形は方形と推定され、規模は、確認長東西3．2m×南北3．1mを測る。主軸方位をN－

74一Eにもつ。土層ほレンズ状堆積しそおり、夫きく3層一に分類される。壁はほぼ垂直に掘り込

まれてお1）、壁高11cmを確認している。床面は標高113．70mに位置し、平坦であった。全面に貼

床されてお1）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、328点出土している。殆どが、土師器の小破片であった。

H－71号住居吐（fig13－3）

　遣構　丁トレンチ、E－1・’2、F－1グリッドに所在する。住居はH－49・51・59によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤヘ破壊されており、先行してH－78が構築されている。僅かに北東のコーナー付近を検出したδみ

で、原型を知る術もない。規模は、確認長東西2．Om×南北0．8mを測る。方位は東壁でN－8。一

Eにもつ。土層は乱れてお1）、壁はほぼ垂直に掘｝）込まれていて、壁高8cmを確認している。床

面は標高113．86mに位置し、ほぼ平坦であった。確認面全面に貼床されており、ピット、周溝は

確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、16点のみであった。すべて、土師器の小破片で図示すらできなかっ

た。6世紀代の所産と推定される。

，H－72号住居埴（fig13－4、PL・11－2・3）

　遺構　丁トレンチの最南端、O－1・2グリッドに所在する。住居の南側を調査区域外に置き、

東南隅をD－131によって破壊されていた。先行してH－66が構築されている。平面形は方形と推

定され、規模は、確認長南北1．1m×東西2．3mを測る。主軸方位をN－85。一Wにもつ。土層はほ

ぼレンズ状堆積してお｝）、大きく4層に分類される。壁は57。の角度で掘り込まれておひ）、壁高40

cmを確認している。床面は標高113．50mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されておを）、

ピット、周溝は確認されなかった。西側床面直上において、炭化物の集積が認められた。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

．出土遺物．遷物は総数で、70点出土している。殆どが、‡師器、須恵器の小破片であった。
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H－73号住居蛙（fig13－5．）

　遺構　丁トレンチ、K－1・2、L－1・2グリッドに位置する。住居の東側を調査区域外に

置き、南側をH－76によって破壊される。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西2．8血、南

北2．8mを測る。主軸方位をN－17。一Wにもつ。壁はほぼ垂直に掘り込まれてお1）、壁高9cmを

測る旦床面は標高113．52mに位置し、ほぼ平坦であった。一全面的に貼床されており、ピット、周

溝は確認されなかった。

　竈　（fig13－6）北壁西側隅付近に於いて検出された。残存状況は悪く、煙道部と燃焼部上面

を削平されていた。左袖部に袖石に用いられたと推定される凝灰岩切石が一石残っていた。燃焼

部は馬蹄形に壁外に張り出し、最大幅67cmを測り、奥行94cmの位置で55。の角度で立ち上がり、煙

道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、575点出土している。大半は、土師器の小破片であったが、鉄津が二

点出土している。

H－74号住居蛙（fig13－7、PL11－4）

　遺構　丁トレンチ、M－1、N－1グリッドに位置する。住居西側の大半を調査区域外に置く。

H－61と重複してお1）、よ｝）新しい。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西0．3m、南北

1』2mを測る。主軸方位をN－19。一Wにもつ。壁はほぼ垂直に掘｝）込まれており、壁高21cmを測

る。床面は標高113．43mに位置し、ほぼ平坦であった。全面的に貼床されており、ピット、周溝

は確認されなかった。

　竈　調査区域内では検出されなかった6

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、37点出土しており、殆どが、土師器の小破片であった。

H－75号住居吐（fig13－8、PL25－7）

　遺構　丁トレンチ、K－1、L－1グリッドに位置する。住居西側の大半を調査区域外に置く。

平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西0．8m、南北2．2mを測る。H－76と重複してお1）、

それに先行する。主軸方位をN－210－Wにもつ。壁はほぼ垂直に掘り込まれてお1）、壁高40cmを

測る。土層はレンズ状堆積しており、大きく5層に分けられる。床面は標高113．66mに位置し、

平坦であった。全面的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内では検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、22点出土しており、殆どが、土師器の小破片であった。
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H－76号住居吐（fig14－1、PL11－5）

　遺構　丁トレンチ、K－1・2、L－1・2グリッドに位置する。住居の東側を調査区域外に

置く。平面形は方形を呈すと推定され、残存長東西3．6m、南北3．5mを測る。主軸方位をN－66。

一Wにもつ。壁はほぼ垂直に掘1）込まれてお1）、壁高22cmを測る。床面は標高113．68mに位置し、

平坦であった．全面的に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった．

　竈　（fig14－2、PL25－8）西壁ほぼ中央部に於いて検出された。残存状況は煙道部上面を削

平されていた他は比較的良好で、天井部は完全に崩落していた。焼け込みは強く、焼土ブロック

が多量に検出された。構築にあたっては、粘土と付近の土を巧みに用いており、燃焼部は馬蹄形

に壁外に張1）出し、最大幅54cmを測1）、奥行80cmの位置で、緩やかな角度で立ち上が｝）、煙道部

へと至る。煙道はほぼ水平に真っすぐ延び、幅20cm、長さ60cmを確認している。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、1，014点に及んでいる。その殆どが、土師器の小破片であったが、石

製模造品の破片、鉄釘等が出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　H－77号住居趾，（fig14－3、PL11－6）

　遺構　丁トレンチ、J－1・2グリッドに位置する。住居東側約半分が調査区域外で、北側は

H－47に破壊されている。先行してH－93・94が構築されていた。平面形は方形を呈し、規模

は、東西残存長1．5m、南北2．8mを測り、主軸方位をN－140－Wにもつ。土層は水平に堆積し

ており、大きく3層に分類された。壁は72。の角度で掘1）込まれてお1）、壁高26cmを測る。床面

は標高113．55mに位置し、ほぼ平坦で全面に黒褐色土を貼床していた。周溝、ピット等は確認さ

れなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、157点出土しており、大半は、土師器の小破片であったが、釘状を呈

する鉄器が出土している。

H－78号住居吐（fig14－4）

　遺構　丁トレンチ、E－1・2グリッドに位置する。周囲をH－49・51・71、D－254にそれぞ

れ破壊されてお1）、僅かに北壁の一部付近のみ残存していた。北壁の方位をN－780－Eにもつ。

先行して床面下にH－80・91が構築されていた。壁は殆ど残らず、壁高2cm程度を確認したに過

ぎない。床面は標高113．96mに位置し、ほぼ平坦であった。周溝、ピット等は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　本住居吐に伴うと思われる遺物は殆ど皆無であった。
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　出土遺物　遺物は総数で、74点出土しているが、殆どが重複している住居の所産であった。重

複関係から、6世紀後半代の所産と推定される。

H－79号住居吐（fig14－5r）

　　遺構　丁トレンチ、D－1・2、E－1・2グリッドに所在する。住居の東西壁を調査区域

外に置き、中央部から南側にかけては、H－80・91・97によって破壊されていた。先行してH－

57が構築されている。平面形は方形と推定され、規模は、東西3．1m以上を測ケ）、南北は1．6m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喝
を調査区域内で確認している。北壁方位をN－85。一Wにもつ。土層は水平に堆積していた。壁は

ほぼ垂直に掘り込まれており、壁高30cmを確認している。床面は標高113．68mlご位置し、平坦で

あった。全面に貼床されておン）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、183点出土している。殆どは、土師器の小破片で、6世紀初頭の所産

と考えられる。

H－80号住居蛙（fig14－6、PL11－7）

　遺構　丁トレンチ、D－1・2、E－1・2グリッドに所在する。住居の北西隅部付近のみ残

存する。中央部から南側にかけては、H－49・51・78によって破壊されていた。平面形は方形と推

定され、規模は、東西2．4m以上を測り、南北は1．4mを調査区域内で確認している。北壁方位を

N－55。一Wにもつ。土層はほぼ水平に堆積していた。壁はほぼ垂直に掘『）込まれてお『）、壁高12

cmを確認している。床面は標高113．81mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されてお｝）、

ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、48点のみであった。殆どは、土師器の小破片であった。6世紀初頭

に位置付けられる。

H－81号住居吐（fig14－7、PL11－8）

　遺構　丁トレンチ、G－1・2、H－1・2グリッドに所在する。住居の東壁を調査区域外に

置き、北壁から、西壁にかけてをH－90・100で、南壁の一部をH－82によって破壊されていた。

　　　　　　　　　が
先行してH－99がある。平面形は方形と推定され、規模は、東西確認長2．2mを測り、南北は西壁

が完存してお1）4．2mを確認している。北壁方位をNr130－Eにもつ。土層は水平に堆積してお｝）、

大きく3層に分けられた。壁はほぼ垂直に掘『）込まれてお1）、壁高35cmを確認している。床面は

標高113．70mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されてお1）、ピット、周溝は確認されな
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かった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、648点確認されている。石製模造品臼玉、骨片等が出土している。

H－82号住居蛙（fig15－1、PL11－9・10）

遺構　丁トレンチ、H－1・2、1－1・2グリッドに所在する。住居の東壁を調査区域外に

置き、南壁の一部をH－47の竈煙道部によって破壊されていた。先行してH－81・94・99が床面

下に構築されていた。平面形は東西方向に長い長方形と推定され、規模は、東西2．8m以上を測り、

南北は2．4m以上を調査区域内で確認している。北壁方位をN－9。一Wにもつ。土層はレンズ状に

堆積しており、大きく3層に分けられた。壁はほぼ垂直に掘ヤ）込まれてお1）、壁高38cmを確認し

ている。床面は標高113．70mに位置し、平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は

確認されなかった。

　竈　（fig15－2）南壁の西隅部付近において検出された。煙道部は後出するH－47によって、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
全く削平されてお｝）、焚口部をちょうど壁付近に置く。焚口部と住居床面とのレベル差は無く、

ほぼ垂直に立ち上がって煙道部に続く。天井部は完全に崩落しており、焼土ブロックが、灰層上

に厚く詰まっていた。構築に当たっては～粘土を用いて壁面を貼っていた。焚口部幅60cm、奥行

50cmを測ひ）、68。の角度で立ち上がり煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、484点出土している。殆どが、土師器の小破片であったが、石製模造

品剣型品、骨片等が出土している。

H－83号住居趾（fig15－3、PL12－1）

　遺構　丁トレンチ、N－2、0－2グリッドに所在する。住居東側の大半を調査区域外に置く。

僅かに北西隅部付近のみを調査できた。H－66の床面下に構築されていた。平面形は方形と推定

され、規模は、残存長東西2．1m以上、南北2．9m以上を測る。主軸方位をN－36。一Wにもつ。土

層はほぼ水平に堆積しており、大きく2層に分けられた。壁は74。の角度で掘り込まれており、壁

高26cmを確認している。床面は113．58mに位置し、平坦であった。全面に貼床されてお1）、ピッ

ト、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、276点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。
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H－84号住居趾（fig15－4、PL12－2）

　遺構　丁トレンチ、M－1・2グリッドに所在する。住居西側の一部を調査区域外に置く。平

面形はほぼ正方形で、規模は、東西2．2m以上、南北2．3m以上を測る。主軸方位を凡一8。一Eに

もつ．壁高4cmを確認している．床面は標高113。55mに位置し、ほぼ平坦であった．全面に貼床

されており、ピット、周溝は確認されなかった。H－61・68・70、D－253と重複しており、すべ

てに先行する。

　竈　（fig15－5、PL12－3）東壁南寄りに検出された。上半部を削平される。焚口部はちょう

ど壁際にあ『）、燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出す。焼け込みはさほど強くなく、焚口部最大幅54

cmを測1）、奥行84cmの位置で63。の角度で立ち上が1）、煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、304点出土している。その殆どが、土師器の小破片であったが、鉄津

が一点出土している。，

H－85号住居吐（fl915－6、PL12－4）

　遺構　丁トレンチ、J－1、K－1グリッドに所在する。住居南東の隅部付近を検出したのみ

であった。北側はH－94によって破壊されていた。平面形は方形と推定され、規模は、残存長東

西1．1m以上、南北3．8m以上を測る。主軸方位をN－9。一Wにもつ。土層はレンズ状堆積をし

ておりヤ大きく3層にわけられた。壁高44cmを確認している。床面は標高113。46mに位置し、

ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、129点出土している。大半は、土師器の小破片であった。

H－86号住居蛙（fig15－7、PL12－5）

　遺構　丁トレンチ拡張部、F－3・4、G－3・4グリッドに所在する。北東のコーナー付近

と、南側を調査区域外におき、西壁をH－50・87に破壊される。平面形は方形と推定され、規模

は、残存長東西4．5m以上、南北3．9m以上を測る。主軸方位をN－23。一Wにもつ。土層はほぼ水

平堆積してお｝）、大きく2層に分けられた。壁高は28cmを確認している。床面は標高113．80mに

位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、505点出土してお1）、殆どは、土師器の小破片であった。
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H－87号住居吐（fig15－8）

　遺構　丁トレンチ、F－2・3、G－3グリッドに所在する。北壁を調査区域外におき、西壁を

H－96、南壁をH－50によって破壊されている。先行してH－86が構築されていた。平面形は方形

と推定され、規模は、残存長東西4．5m以上、南北3．9m以上を測る。主軸方位をN－76。一Eにもつ。

壁高28cmを確認している。床面は標高113．80mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されて

おり、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　（fig15－9）東壁南寄りに検出された。焚口はちょうど壁際にあり、燃焼部は馬蹄形に壁

外に張1）出している。焼け込みはさほど強くない。煙道部は削平されており、焚口部幅52cm、奥

行66cmを測る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、607点出土してお1）、大半は、土師器の小破片であった。

　　H－88号住居吐（fig16－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、も
　遺構　丁トレンチ、A－1・2、B－1・2グリッドに所在する。北壁、東壁を調査区域外に

おく。重複関係は、H－62よ1）も新しく、H－67よ1）も古い。平面形は方形と推定され、規模は、

残存長東西1．6m以上、南北4．Om以上を測る。主軸方位をN－22。一Wにもつあ壁高27cmを確認し

ている。床面は標高113．50mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周

溝は確認されなかった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、128点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。6世紀の後

半代に比定される。

H－89号住居趾（fig16－2、PL12－6）

　遺構　丁トレンチ、B－2、C－2グリッドに所在する。東側の一部を調査区域外とH－92に

よる破壊のため、調査できなかった。先行してH－62・69が構築されていた。平面形は方形と推

定され、規模は、残存長東西2．Om以上、南北1．2m以上を測る。主軸方位をN一89。一Eにもつ。

壁高15emを確認している。床面は標高113．55mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されて

おり、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、74点のみであった。殆どが、土師器の小破片であった。6世紀後半

代に位置付けられる。
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H－90号住居吐（fig16－3、PL12－7）

　遺構　丁トレンチ、F－1・2、G－1・2グリッドに所在する。東南隅部を調査区域外に置’

き、東壁竈付近は、H－50・98による破壊のため調査できなかった。先行してH－81・96・100

が構築されている。平面形は東西にやや長い長方形で、規模は、東西3．7m、南北3．2mを測る。

主軸方位をN－89。一Eにもち、壁高48cmを確認している。床面は標高113．58mに位置し、ほぼ平

坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　（PL12－8）住居北東部は、いたみがひどく竈の位置は確認されたが、上部構造は殆ど明

らかでない。掘1）方調査の結果、燃焼部を馬蹄形に壁外に張り出していた。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、1，130点出土している。殆どが、土師器の小破片であったが、桃の種

子が一点出土している。

H－91号住居趾（fig16－4、PL12－9）

　遺構　丁トレンチ、D－1・2、E－1・2グリッドに所在する。東南隅部と北西隅部を調査

区域外に置く。平面形は正方形で、規模は、東西3．1m、南北3．3mを測る。主軸方位をN－5go－

Eにもつ。土層はほぼレンズ状堆積を呈しており、壁高18cmを確認している。床面は標高113．48

mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　炉吐　床面中央部やや東寄りに焼土の集積が認められたが、掘り込み等は無く、炉杜と認定す

るまでは、至らなかった。

　遺物出土状態・遺物はほぼ全域に散在して出土した。大形の破片や、接合されたものは床面直

上のものが多かった。

　出土遺物　遺物は総数で、481点出土している。大半は、土師器の小破片であったが、床面近く

で、陶邑T　K208型式期並行と思われる須恵器が出土している。

H－92号住居吐（fig16－5、PL12－6）

　遺構　丁トレンチ、C－2グリッドに所在する。僅かに西北隅部を調査できたのみで、他は調

査区域外とH－95による破壊のため、調査できなかった。先行してH－69・89が構築されていた。

土層はレンズ状堆積を呈しており、大きく4層に分けられた。平面形は方形と推定され、規模は、東西

1．1m、南北1．8mを測る。主軸方位をN－52。一Eにもち、壁高22cmを確認している。床面は標高

113．48mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかっ

た。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。
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　出土遺物　遺物は総数で、24点出土したのみであった。殆ど土師器であったが、釘状の鉄器が

一点出土している。

　　H－93号住居蛙（fig16－6）

　遺構　丁トレンチ、1－2、J－2グリッドに所在する。東側半分を調査区域外に置く。北壁

から、西壁にかけてをH－47・94によって上面を削平されていた。又、竈の前面には、D－255

が深く掘1）込まれており、床面を破壊されていた。先行してH－77が構築されている。平面形は

方形と推定され、規模は、東西1．1m、南北3．6mを測る。主軸方位をN－5。一Wにもつ。土層は

ほぼ水平堆積しており、壁高28cmを確認している。床面は標高113．40mに位置し、ほぼ平坦であ

った。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　北壁に付されていた。天井部は完全に崩落しており、燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出し、

奥行63cmの位置で62。の角度で立ち上がり、削平されていた煙道部へと連なって！・た。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、204点出土している。大半は、土師器の破片であったが、刀子状の鉄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧器が一点出土している。

H－94号住居祉（fig16－7、PL12－10）

　遺構　丁トレンチ、1－1・2、J－1・2グリッドに所在する。西側約半分を調査区域外に

置く。重複関係は、H－47・77・92・93よ1）も古く、H－85よ1）も新しい。平面形は方形と推定

され、規模は、残存長東西3．7m、南北4．8mを測る。主軸方位をN－53。一Eにもつ。壁高54cmを

確認している。床面は標高113．32mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼・床されていた。北東

隅部にピットが一個検出されてお1）、主柱穴の一つと考えられる。周溝は竈の付く北壁を除いて

巡っていた。

　竈（fig16－8）北壁に付され、右半分の上面をH－47によって破壊されていた。焚口部をち

ょうど壁際に置き、燃焼部は馬蹄形に壁外に張り出す。焚口部、最大幅88cm、奥行150cmを測る。

袖石は凝灰岩切石を用いていたが、右側のみ元の位置を保ち、左袖石は焚口部にずり落ちていた。

支柱は燃焼部中央に細長い河原石を据えていた。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遣物　遺物は総数で、587点出土している。大半は、土師器の小破片であったが、棒状金具、

種子等が出土している。

H－95号住居埴（fig17－1、PL12－6）

　遺構　丁トレンチ、C－2、D－2グリッドに所在する。東側の大半を調査区域外に置く。H

－69・92と重複しており、いずれよりも新しい。平面形は正方形で、規模は、東西0．8m、南北1．7
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mを測る。主軸方位をN－20。一Wにもつ。・土層はほぼレンズ状堆積をしており、壁高26cmを確認

している。床面は標高113．30mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、

周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、71点出土しており、殆ど土師器であった。

H－96号住居蛙（fig17－2、PL13－1）

　遺構　丁トレンチ、F－1・2、G－1・2グリッドに所在する。東北隅部と、西側の一部を

調査区域外に置き、H－50・59・90・100により周囲を破壊されている．平面形は方形と推定され、

規模は、東西5．7m以上、南北4．8m前後とおそらく、一辺7mを越える大型住居であったと推定

される。主軸方位をN－Oo－Wにもつ。壁高30cmを確認している。床面は標高113．54mに位置し、

ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈（fig17r3）北壁の中央部に位置する。両袖に凝灰岩切石を置く。燃焼部を馬蹄形に壁外に

張1）出し、煙道部は全く破壊されていた。焚口部の最大幅80cm、奥行75cmの位置で40。の角度で

立ち上が1）、削平されていた煙道部へと至る。焼け込みはさほど強くない。焚口部を鳥居状に組

んだ石組竈と推定される。石材はもろく、調査中に崩れてしまった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、216点出土している。大半は、土師器の小破片であった。

H－97号住居蛙（fig17－4、PL13－2）

　遺構　丁トレンチ、E－2グリッドに所在する。東側の大半を調査区域外に置く。平面形は方

形と推定され、規模は、東西0．8m、南北1．7mを測る。重複関係はH－51よりも古く、H－7g・

80・91、D－254よ1）も新しい。主軸方位をN－20。一Wにもつ。土層はほぼレンズ状堆積をして

おり、壁高26cmを確認している。床面は標高113．30mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床

されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、62点出土している。大半は、土師器の小破片であった。

H－98号住居吐（fig17－5、PL13－3）

遺構　丁トレンチ、F－3、G－2・3グリッドに所在する。住居の南側を調査区域外に置き

H－50・90により破壊されている。平面形は方形と推定され、規模は、東西3．Om以上、南北1．gm

以上を測る。主軸方位をN－goo－Wにもつ。土層はレンズ状堆積してお り、大きく6層にわけら
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れた。壁高5cmを確認している。床面は標高113．53mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床

されてお1）、中央部は堅くしまっていた。ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　（fig17－6）北壁の中央部に位置する。上面を削平される。焚口部幅63cm、奥行66cmの位

置で50。の角度で立ち上がり煙道部へと至る。燃焼部は馬蹄形に壁外に張1）出し、焚口部、最大幅

64cm、奥行66cmを測る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、222点出土しており、殆どが、土師器の小破片であった。滑石製勾玉、

鉄釘等が出土している。

H－99号住居吐（fig17－7、PL13－4・5・6・7・8）

遺構　丁トレンチ、H－1・2、1－1・2グリッド1ご所在する。住居の西側を調査区域外に

置き、H－81・82・94・100によって破壊されている。平面形は方形と推定され、規模は、東西3．5

m以上、南北2．2m以上を測る。主軸方位をN－52。一Wにもつ。壁高16cmを確認している。床面

は標高113．68mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
なかった。

　竈（fig17－8、PL26－2）北壁の中央部に位置する。H－81によって右袖上半部を破壊され

る。燃焼部は大きく壁外に張り出す。焚口部は、両袖に細長い河原石を立てており、崩落していた

が、長さ40cm程の細長い河原石を両袖石にのせて鳥居状に組んでいた、石組竈であったと推定さ

れる。左袖のみ、長胴甕を二個体伏せて、壁の補強材としていた。燃焼部にはやや右側に動いて

いたが、角閃石安山岩を加工して三角錘状にした支脚が残っていた。焚口部の最大幅52cm、奥行

166cmを測1）660の角度で立ち上がって、削平されていた煙道部へと至る。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、60点出土している。殆どが、土師器の小破片であったが1骨片が一

点出土している。

H－100号住居吐（fig17－9、PL13－9・10）

遺構　丁トレンチ、G－1・2、H－1・2グリッドに所在する。住居の東西を調査区域外に

置き、H－90によ1）北壁を破壊されている。先行してH－81・99が構築されていた。平面形は方

形と推定され、規模は、東西3．6m以上、南北3．2m以上を測る。主軸方位をN－79。一Eにもつ。

壁高35cmを確認している。床面は標高113．65mに位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されて

お1）、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈　調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物はほぼ全域に散在して出土した。

　出土遺物　遺物は総数で、391点出土している。大半は、土師器の小破片であったが、石製模造
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品臼玉の未製品が一点出土している。

H－101号住居趾（fig17－10、PL14－1）

遺構　丁トレンチ、K－1・2グリッ・ドに所在する。住居の東側を調査区域外に置き、南側を

H－73・76によって破壊されている。平面形は方形と推定され、規模は、東西1．7m以上、南北

1．3m以上を測る。主軸方位をN－79。一Eにもつ。壁高2cmを確認している。床面は標高113．50m

に位置し、ほぼ平坦であった。全面に貼床されており、ピット、周溝は確認されなかった。

　竈調査区域内には検出されなかった。

　遺物出土状態　遺物は、細片が少量出土したのみである。

　出土遺物　遺物は総数で、8点出土している。殆どは、土師器の小破片であった。

3　建　物杜

B－1号掘立柱建物吐（fig18－1、PL14－2・3・4）

　遺構　6トレンチ、A－3・4、B－2・3グリッドにおいて、北東に並ぶ5個のピットが確認さ

　　　　　　　　　　　　　ヂれた。これらは、その掘り方の底面レベル、埋没土層の共通性、各ピット間の距離等から考えて

掘立柱建物跡であると考えられる。調査区域内で、桁行四間確認しているが、梁間は何軒になる

のか明らかでない。隣接する、H－18とほぼ同方位のN－70。一Eに方向性を持つ。各柱穴間の芯

々距離は軒並み132cm～135cmの値を示す。重複関係は、P－5がD－218に破壊されているのみ

で、切1）合いからの前後関係は殆ど明らかにしがたい。柱穴の形態は円形もしくは、やや歪んだ

楕円形を呈し、規模はいずれも、径56cm～48cmの値を測る。遺物は総数で、7点出土してい

る。すべて古墳時代の土師器小破片であった。遺物は、本遺溝に伴うかどうかで明らかでな

い。　’

B－2号掘立柱建物趾（fig18－2〉

　遺構　丁トレンチ、L－1・2、M－1・2グリッドに位置する。H－61・68・70・73・76を破壊

して構築されている。南北2間、東西1間の計4個のピットが検出された。主軸方位をN－14。一

Wにとる。形状はすべて円形を呈しており、確認面で、いずれも径48cm～60cmの規模を有する。

各ピット間の芯々距離は、128cm～144cmを測る。深さは、東側のP－4のみ44cmと深く、他は、

軒並み24cm前後を測る。地層断面はほぼ類似した状況をしめしている。遺物は総数で53点出土し

ているが、いずれも古墳時代の土師器の小破片であった。遺構の時期は、切1）合い関係、地層断

面等から見て、平安時代末期と思われる。
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1号礎石群（fig18－3、PL14－5〉

　18トレンチ、A－6、B－6グリッドに位置する。W－1がかなり埋没後、構築されている。

南北3間、東西1間分検出されている。主軸方位をN－14。」Wに持つ。礎石には、径16cm～30cm

前後の比較的平たい石を利用して、しっかりと据えられており、一石のみ、約半分破損した石臼

が転用されていた。礎石の下には、それらを固定するような栗石は確認されなかった。各々の芯

々距離は24cm～27cmを測る。伴う遺物は前述の石臼だけであり、W－1の埋没時間を考えると、

近世以降の所産と考えられよう。

4　畝状遺構

1号畝状遺構（fig18－4、PL14－6・7・8）

　19トレンチA－6・7、B－6・7・8グリッドに位置する。北側はH－36・37によって破壊

され、H－43・55・65が完全に埋没後耕作されている。地割1）の方位は、二方向あ1）、各々はほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をぼ直交する。畝の上半部は削平されており、畝と畝の間隔は36cm～28cmの値を示す。地層断面か

らFA降下後の様相を呈してお｝）、2号畝状遺構とは、若干時期を異にする。遺物は6世紀前半

代の土師器が少量出土したのみである。

2号畝状遺構（fig18－5、PL27－1・2・3）

　　Rトレンチの南半分には、FAに埋没する畝状遺構が広がっている。調査面積が狭いため、

その範囲については明らかでないが、昭和60年度の調査結果や、本年度19トレンチの状況から推

測して、相当広範囲にわたって、同方向の地割りが存在するものと推定される。畝によって若干

の格差はあるが、おおよそN－50。一Eに方位をもつ。畝と畝の間隔は、30cm前後で比高差10cm前

後を測る。遺物は土師器の小破片が若干出土したのみである。
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5土 坑

土坑名
所　　　在　　　地
トレンチ・グリッド 　規F　模東西（m）×南北（m）深さ（m） 形　　　状 　遺　　　物

総　数　　主なもの

D－　1 18トレンチA－3 0．44×0．24　　　　　　　　　　0．30 隅丸長方形 0
D－　2 ”　　　B－3・B－4 0．68×0．54　　　　　　　　．　0．22 正　方　形 9
D－　3 〃　　　A－6 0．38×0．29　　　　　　　　　　0．46 隅丸長方形 1
D－　4 〃　　　A－5 （0．4）×3．7　　　　　　　　　　0．40 隅丸方形 0
D－　5 〃　　　A－5 0、．32×0．24　　　　　　　　　　0．14 楕　円　形 0
D－　6 〃　　　A－7 1．1＞く0．4　　　　　　　　　　　　0．19 長　方　形 3
D－　7 〃　　　A－7・B－7 1．2×0．78　　　　　　　　　　　0．28 長　方　形 3　　　古瀬戸
D－　8 〃　　　A－6 0．39×0．25　　　　　　　　　　0．48 長　方　形 0
D－　9 〃　　　A－3 0．4×（0．26）　　　　　　　　　0．20 隅丸方形 0
D－10 〃　　　A－2 0．3×（0．2）　　　　0．28 正　方．形 0
D－11 〃　　　A－2・B－2 （0．42）×0．56　　　　　　　　0．28 楕　円　形 0
D－12 〃　　　A－2 （0．2）×0．36、　　0．40 隅丸方形 0
D－13 〃　　　A－2 （0．32）×0．38　　　0．40 〃 0
D－14 〃　　　A－2・B－2 0．34×0．33　　　　　　　　　　0．40 〃 0
D一・15 〃　　　A－3 0．37×0．35　　　　　　　　　　0．22 〃 0
D－16．　　〃　　　A－3 0．4×0．32　　　　　　　　　　　0．28 楕　円　形 0
D－17 〃　　　A－4 0．52×0．43　　　　　　　　　　0．21 〃 1

，D－18 〃　　　A－4 （0．34）×0．34　　　　　　　　0．18 正　方　形 0
D－19 〃　　　A－4 （0．28）×（0．32）　　　　　　0．08 隅丸長方形 0
D－20 〃　　　、A－4 0．46×0．33　　　　　　　　　　0．20 〃 0
D－21 〃　　　A－4 0．4×（0．35）　　　　　　　　　0．30 方　　　形 0
D－22 〃　　　A－5 0．39×（0．27〉　　　　　　　　0．38 隅丸方形 1　　　布目瓦

D－23 〃　　　B－2 （0．19）×0．2　　　　0．33 〃 0
D－24 〃　　　A－2・B－2 0．24×0．24　　　　　　　　　　0．32 正　方　形 0
D－25 〃　　　A－2 0．38×（0．3）　　　　0．26 長　方　形 0

D－26 〃　　　B－2 0．26×0．22　　　　　　　　　　0．11 隅丸方形 0
D一27 〃　　　B－2 0．24×（0．17）　　　　　　　　0．13 方　　　形 0
D－28 〃　　　B－3 0．3×0．25　　　　　　　　　　　0．30 隅丸方形 0
D－29 〃　　　A－3 0．28×0．25　　　　　　　　　　0．21 長　方　形 0

D－30 〃　　　A－3 0．2×0．18　　　　　　　　　　　0．10 〃 0
D－31 〃　　　A－3 0．31×（0．16）　　　　　　　　0．31 楕　円　形 0

D－32 〃　　　A－3 0．36×（0．28）　　　　　　　　0．37 〃 0

D－33 〃　　　A－3・B－3 0．32×0．29　　　　　　　　　　0．30 円　　　形 0

D－34 、　〃　　　A－3 0．2×0．17　　　　　　　　　　　0．21

』
正
　
方
　 形 0

D－35 〃　　　A－3 0．24×0．2　　　　　　　　　　　0．14 〃 0

D－36 〃　　　A－4 （0．25）×（0．18）　　0．25 円　　　形 0
D－37 〃　　　A－4 0．28×0．24　　　　　　　　　　0．15 正　方　形 、　0

D－38 〃　　　A－4 0．22×（0．22）　　　　　　　　0．31 円　　　形 0

D－39 〃　　　A－4 0．19×（0．17）　　　0．10 正　方　形 0

D－40 〃　　　A－4 0．37×0．35　　　　　　　　　　0．31一 楕　円　形 1

D－41 〃　　　A－4 0．32×（0．17）　　　　　　　　0．15 方　　　形 1　　　布目瓦

D－42 〃　　　A－4 0．22×0．22　　　　　　　　　　0．30 円　　　形 0

D－43 〃　　　A－4 0．2×0．2　　　　　　　　　　　　0．21 正　方　形 0
Dr44 〃　　　A－5 0．4×0．29　　　　　　　　　　　0．25 楕　円　形 0
D一一45 〃　　　A－5・B－5 0．38×0．36　　　　　　　　　　0．42 円　　　形 0
D－46 〃　　　B－5 0．28×0．3　　　　　　　　　　　0．37 〃 0

D－47 〃　　　B－5 0．34×0．32　　　　　　　　　　0．18 〃 1

D－48 〃　　　A－5・、B－5 0．3〉く0．27　　　　　　　　　　　0．33 〃 1

D－49 〃　　　A－5 0．34×0．2　　　　　　　　　　　0．20 隅丸長方形 0

D－50 〃　　　A－5 0．32×0．2　　　　　　　　　　　0．12 楕　円　形 0
D－51 〃　　　A－5 0．33×0．28　　　　　　　　　0．24 〃 0
D－52 〃　　　A－5 0．22×0．21　　　　　　　　　　0．19 円　　　形 0
D－53 〃　　　A－5 0．3×0．28　　　　　　　　　　　0．32 〃 0

D－54 〃　　　A－6 0．4×（0．34）　　　　　　　　　0．41 〃 0
D－55 〃　　　A－6 （0．34）×0．23　　　　　　　　0．30 方　　　形 ，0

D－56 〃　　　A－6 （0．2）×（0．14）　　　　　　　0．37 〃 0
D－57 〃　　　A－2 0．24×0．2　　　　　　　　　　　0．10 長　方　形 0
D－58 〃　　　A－2・A－3 0．25×0．2　　　　　　　　　　　0．25 〃 0
D－59 〃　　　B－7． 0．32×0．32　　　　　　　　　　0．43 円　　　形 0
D－60 〃　　　A－7・B－7 0．32×0．28　　　　　　　　　　0．28 〃 0
D－61 〃　　　A－7 0．28×0．27　　　　　　　　　　0．28 正　方　形 0
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D－62 18トレンチA－6 （0．98）×（0．6）　　　0．23 方　　　形 0
D－63 〃　　　A－6 （0．25）×（0．22）　　0．16 〃 0
D－64 〃　　　A－7 （0．52）×（0．42）　　0．21 〃 0
D－65 〃　　　A－7・B－7 （0．8）×0．53　　　　　　　　　0．43 〃 0
D－66 〃　　　A－7・B－7 （0．56〉×（0．36）　　　　　　0．23 〃 0

D－67 〃　　　A－7 （0．32）×（0．18）　　0．46 〃 0

D－68 〃　　　A－9・A－10 2．85×0．85　　　　　　　　　　1．04 長　方　形 2

D－69 UトレンチD－2・E－2 （1．65）×（0．63）　　0．23 方　　　形 15

D－70 〃　　　G－1・H－1 ’1．2×0．96　　　　　　　　　　　0．11 楕　円　形 14

D－71 〃　　　G－1・H－1
畠
（

3．4）×（1．25）　　　0。20 方　　　形 15

D－72’VトレンチG－3 1．28×1．13　　　　　　　　　　0．43 円　　　　形 96

D－73 〃　　　G－3・H－3 0．72×0．63　　　　　　　　　　0．53 〃 18

D－74 〃　　　G－2 0．9×0．81　　　　　　　　　　　　0．25 〃 16

D－75 〃　　　H－2 0．43×0．37　　　　　　　　　　0．66 〃 0
D－　76 〃　　　H－2 0．』44×0．38　　　　　　　　　　0．42 正　方　形 0
D－　77 〃　　　H－1・H－2 0．36×0．33　　　　　　　　　　0．34 〃 0
D－　78 〃　　　1－2 0．4×0．2　　　　　　　　　　　　0．30 楕　円　形 1
D－　79 〃　　　1－2 0．5×0．2　　　　　　　　　　　　0．34 〃 4
D－　80 〃　　　・1－2 0．21×0．2　　　　　　　　　　　0．24 正　方　形 0
D－　81 〃　　　　　H－1　・H－2 0．28×0．26　　　　　　　　　　0．19 円　　　　形 0
D－　82 〃　　　F－1 1．2×0．74　』　　　　　　　　　0．24 長　方　形 49

D－　83 〃　　　E－1 1．2×（0．6）　　　　　　　　　　0．29 楕　円　形 17

D－　84 〃　　　E－1 1．07×（0．91）　　　0．16 隅丸方形 6
D－　85 〃　　　1－1 0．4×0．3　　　　　　　　　　　　0．14 楕　円　形 2
D－　86 〃　　　1－2 0．3×0．2　　　　　　　　　　　　0．25 円　〃　形 4
D－　87 〃　　　　　　1－1　・　1－2 0．3×0．3　　　　　　　　　　　　0．32 〃 4
D－　88 〃　　　G－1・G－2 1．85＞〈1．25　　　　　　　　　　　0．50 楕　円　形 71

D－　89 19トレンチB－4 0．45×0．4　　　　　　　　　　　0．12 円　　　　形 0
D－　90 VトレンチF－2・G－2 0．98×0．9　　　　　　　　　　　　0．59 〃 82　　　　　　　、、

　　　もD－　91 〃　　　　F－1　・F－2 1．4×1．1　　　　　　　　　　　　0．32 隅丸長方形 74

D－　92 〃　　　G－2 0．61×0．48　　　　　　　　　　0．97 楕　円　形 6
D－　93 〃　　　G－1・H－1 0．65×0．56　　　　　　　　　　0．26 円　　　　形 1
D－　94 〃　　　E－2 0．78×0．66　　　　　　　　　　　0．20 楕　円　形 6
D－　95 〃　　　1－1 0．32×0．28　　　　　　　　　　0．20 円　　　形 1
D－　96 〃　　　G－3 1．03×0．8　　　　　　　　　　　0．24 長　方　形 9
D－　97 〃　　　E－1 1．05×0．74　　　　　　　　　　0．40 楕　円　形 0
D－　98 〃　　　E－1 1．1＞く0．6　　　　　　　　　　　　　0．36 長　方　形 0
，D一’99 〃　　　E－1 1．0×（0．48）　　　　0．12 楕　円　形 0
D－100 〃　　　G－3・H－3 2．94×2．38　　　　　　　　　　0．45 長　方　形 22

D－101 〃　　　G－1　・H－1 0．98〉く0．72　　　　　　　　　　　0．21 不　定　形 1
D－102 〃　　　G－1　・H－1 1．47×0．54　　　　　　　　　　0．23 方　　　形 5
D一一103 〃　　　G－1 0．44×0．38　　　　　　　　　　0．38 円　　　　形 54

D－1104 ，　　〃　　　G－1 0．64×0．6　　　　　　　　　　　0．30 〃 4
D一臼105 〃　　　G－1 0．48×（0．35），　　　　　　　0．25 〃 30

D－106 〃　　　H－2 0．23×0．22　　　　　　　　　　　0．26 正　方　形 0
D－107 〃　　　　　H－1　・H－2 0。18×0．16　　　　　　　　　　0．11 〃 0
D－108 〃　　　1－2 0．4＞〈．0．25　　　　　　　　　　　　0．18 楕　円　形 1
D－109 〃　　　1－2 0．19×0．14　　　　　　　　　　0．08 円　　　　形 0
D－110 〃　　　　1－2 0．4×0．34　　　　　　　　　　　0．28 〃 0
D－111 〃　　　，1－2 0．74×0．47　　　　　　　　　　0．23 長　方　形 0
D一一112 〃　　　1－2 0．24×0．24　　　　　　　　　　0．17 円　　　　形 0
D－113 〃　　　1－1 0．3×0．3　　　　　　　　　　　　0．27 正　方　形 0
D－114 〃　　　1－1 0．28＞〈0．18　　　　　　　　　　　0．19 隅丸長方形 0
D－115 〃　　　1－1 0．23×0．23　　　　　　　　　　0．22 円　　　　形 0
D－116 〃　　　1－1・J－1 0．23〉く0．22　　　　　　　　　　　0．15 〃一 0
D－117 〃　　　1－1・」一1 0．45×0．32　　　　　　　　　　0．44 隅丸長方形 0
D－118 〃　　　1－1・」一1 0．3×0．24　　　　　　　　　　　0．44 三　角　形 2
D－119 〃　　　　1－2 0．23×0．19　　　　　　　　　　　0．15 正　方　形 0
D－120 〃　　　H－1 0．19×0．18　　　　　　　　　　　0．10 〃 0
D－121 〃　　　E－1 ・1．04×0．64　　　　　　　　　　0．40 楕　円　形 0
D－122 〃　　　H－1・1－1 （2．2）×（1．42）　　　1．00 方　　　形 3
D－123 〃　　　H－1・1－1 （1．11）×（0．84）　　0．64 〃 4
D－124 〃　　　H－1 （1．68）×（0．82）　　0．80 〃 5
D－125 〃　　　F－3 0．34×0．3　　　　　　　　　　　0．15 楕　円　形 3
D－126 〃　　　F－3 0．4×0．3　　　　　　　　　　　　0．37 円　　　　形 5
D－127 〃　　　F－2 0．68×（0．45）　　　0．32 〃 23

D－128 〃　　　F－2 0．73×（0．48）　　　　　　　　0．28 隅丸長方形 7
D－129 〃　　　F－2 0．40×0．25　　　　　　　　　　0．50 楕　円　形 22

D－130 〃　　　D－1　・D－2 1．15×0．95　　　　　　　　　　　0．13 楕　円　形 21
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D－131 Tトレンチ0－2 （0．29）×（0．3）　　　0．21 隅丸方形 0
D－132 6トレンチA－7・B－7 0．37×0．39　　　　　　　　　　　0．22 正　方　形 0
D－133 〃〃　　B－3 （0．3）×（0．4）　　　　0．49 隅丸方形 0
D－134 〃　　　A－5・B－5 1．5×1．17　　　　　　　　　　　0．27 楕　円　形 0
D－135 〃　　　B－5 0．57×0．58　　　　　　　　　　0．21 円　　　　形 0
D－136 〃　　　　B－4　・B－5 0．86×0．85　　　　　　　　　　0．22 〃 39

D－137 ”　　　A－4・B－4 0．98×（0．83）　　　　　　　　0．14 〃 30

D－138 〃　　　A－4 0．45×0133　　　　　　　　　　0．36 〃 16

D－139 〃　　　A－4 0．42×0．38　　　　　　　　　　0．19 〃 1
D－140 〃　　　A－6・A－7 0．67×0．24　　　　　　　　　　0．17 隅丸方形 6
D－141 〃　　　B－4 0．3×0．26　　　　　　　　　　　0．30 円　　　形 2
D－142 VトレンチG－3 0．47×0．43　　　　　　　　　　0．81 〃 0
D－143 〃E－2・E－3・F－2・F－3 1．61×1．43　　　　　　　　　　0．36 〃 35

D－144 ”F－1・F－2・G－1・G－2 0．89×0．9　　　　　　　　　　　0．24 〃 6
D－145 〃　　　D－1・D－2 1．32×1．12　　　　　　　　　　0．43 〃 70

D－146 〃　　　F－3 0。83＞く0．7　　　　　　　　　　　　0．50 楕　円　形 22

D－147 〃　　　　E－1・　E－2 0．55×0．59　　　　　　　　　　　0．36 円　　　形 16

D－148 〃　　　G－2 （0．65）×0．8　　　　　　　　　0．22 楕　円　形 16

D－149 〃　　　G－2 0．79×（0．67）　　　0．32 円　　　形 19

D－150 〃　　　G－2 0．68×0．5　　　　　　　　　　　　0．36 円　　　形 10

D－151 〃　　　G－2 0．6×（0．52）　　　　0．37 楕　円　形 9
D－152 〃　E－1・E－2・F－1・F－2 1．65×1．33　　　　　　　　　　0．52 長　方　形 58

D－153 6トレンチB－8 （0．45）×（0．38）　　0．35 隅丸方形 2
D－154 VトレンチG－2 0．61×0．6　　　　　　　　　　　0．18 円　　　形 4
D－155 〃　　　G－2 0．68×（0．38）　　　0．20 〃 8
D－156 〃　　　G－2 0．53〉＜0．57　　　　　　　　　　　0．13 〃 10

D－157 〃　　　G－2・G－3 0．53×0．47　　　　　　　　　　0．10 〃 8
D－158 〃　　　G－3 0．48×0．41　　　　　　　　　　0．24 〃 7
D－159 〃　　　G－2 0．45×0．43　　　　　　　　　　0．11 〃 0
D－160 〃　　　G－2 0．88〉く0．93　　　　　　　　　　　0．32 〃 20

D－161 〃　　　F－2 0．98＞く0．96　　　　　　　　　　　0．31 不　定，形 18

D－162 〃　　　F－2 0．78×0．74　　　　　　　　　　0．20 円　　　形 13

D－163 〃　　　F－2 0．98×（0．47）　　　0．17 隅丸方形 10

D－164 〃　　　F－2 0．68×（0．57）　　　　　　　　0．10 〃 2
D－165 〃　　　F－2 0．51×0．43　　　　　　　　　　0．17 長　方　形 7
D－166 〃　　　　E－2　・F－2 0．48×0．32　　　　　　　　　　0．20 楕　円　形 6
D－167 〃　　　　E－2　・F－2 0．58×0．43　　　　　　　　　　0．44 長　方　形 5
D－168 〃　　　G－2 （0．39）×0．45　　　　　　　　0．42 楕　円　形 2
D－169 〃　　　A－7・A－8 0．45×0．4　　　　　　　　　　　0．31 円　　　　形 4
D－170 6トレンチB－3 0．54×0．52　　　　　　　　　　0．19 〃 20

D－171 〃　　　A－6 0．66×0．64　　　　　　　　　　0．34 〃 66

D－172 〃　　　A－6 0．45×0．45　　　　　　　　　　0．30 〃 11

D－173 〃　　　A－2 0．42×0．33　　　　　　　　　　0．37 楕　円　形 2
D－174 〃　　　　B－2　・B－3 0．42×0．38　　　　　　　　　　0．18 〃 7
D－175 〃　　　A－5・B－5 0．34×0．33　　　　　　　　　　0．24 円　　　形 8
D－176 〃　　　B－3 0．37×0．4　　　　　　　　　　　0．26 〃 3
D－177 〃　　　A－2 0．58×0．56　　　　　　　　　　　0．38 〃 7
D－178 RトレンチB－1・B－2・C－1 2．18＞〈1．12　　　　　　　　　’　o．13 隅丸方形 66

D－179 19トレンチB－7 0．34×0．28　　　　　　　　　　0．09 楕　円　形 2
D－180 〃　　　B－6 0．2＞く0．19　　　　　　　　　　　　0．25 円　　　　形 0
D－181 “　　　A－5 0。19×0．17　　　　　　　　　　　0．10 〃 0
D－182 “　　　A－5 0．3＞く0．25　　　　　　　　　　　　0．07 〃 0
D－183 “　　　A－4・A－5 0．84×0．74　　　　　　　　　　0．18 隅丸長方形 1
D－184 “　　　B－4 0．27×0．25　　　　　　　　　　0．09 円　　　　形 0
D－185 〃　　　B－4 0．39×0．33　　　　　　　　　　0．04 〃 0
D－186 “　　　A－4・B－4 1．93＞く0．72　　　　　　　　　　　0．16 楕　円　形 1
D－187 “　　　B－4 0．29×0．27　　　　　　　　　　0．16 円　　　　形 0
D－188 “　　　A－4 0．37＞く0．39　　　　　　　　　　　0．10 〃 2
D－189 “　　　A－4 0．43×0．45　　　　　　　　　　0．12 〃 0
D－190 “　　　A－4 0．3×0．26　　　　　　　　　　　0．09 正　方　形 1
D－191 “　　　A－4 （0．97）×（0．9）　　　0．13 方　　　形 19　　　骨
D－192 “　　　B－4 0．32＞〈0．3　　　　　　　　　　　　0．09 円　　　形 7
D－193 “　　　B－4 0．83〉〈0．35　　　　　　　　　　　0．15 楕　円　形 11　’

D－194 “　　　B－3 0．55×0．3　　　　　　　　　　　　0．13 〃 4
D－195 “　　　B－3 0．6×0．33　　　　　　　　　　　0．11 隅丸長方形 6
D－196 “　　　A－3・B－3 0．58×0．55　　　　　　　　　　0．16 正　方　形 12
｝㎝D－197 “　　　B－3 （0．25）×0．28　　　　0．11 円　　　　形 6
D－198 “　　　B－3 0．32×0．3　　　　　　　　　　　0．07 〃 1
D－199 “　　　A－3 0．67×0．51　　　　　　　　　　0．12 楕　円　形 6
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D－200 19トレンチB－3 0．3×0．29　　　　　　　　　　　0．15 円　　　形 0

D－201 〃　　　A－3・B－3 0．42×0．33　　　　　　　　　　0．12 方　　　形 3

D－202 〃　　　B－3 0．42×（0．35）　　　　　　　　0．07 円　　　形 2

D－203 〃　　　A－3 0．58×0．37　　　　　　　　　　　0．11 長　方　形 6

D－204 〃　　　A－3 0．64×0．62　　　　　　　　　　0．11 正　方　形 14

D－205 〃　　　A－2・A－3 0．74×（0．23）　　　0．13 円　　　　形 5

D－206 〃　　　B－2 0．45×0．43　　　　　　　　　　0．08 円　　　形 1

D－207 〃　　　B－2 0．3×0．18　　　　　　　　　　　　0．08 楕　円　形 0

D－208 〃　　　B－2 0．15×（0．17）　　　0．10 円　　　　形 0

D－209 〃　　　A－2・B－2 0．63×0．41　　　　　　　　　　0．07 隅丸長方形・ 4

D－210 〃　　　B－2 0．7×（0．7）　　　　0．23 円　　　形 2

D－211 〃　　　A－2・B－2 1．03〉＜0．75　　　　　　　　　　　0．11 楕　円　形 9

D－212 〃　　　A－8 0．27×0．23　　　　　　　　　　0．20 円　　　形 1
D－213 〃　　　A－2 0．3×0．16　　　　　　　　　　　0．09 楕　円　形 12

D－214 VトレンチC－1・D－1 （2．3）×2．5　　　　0．30 隅丸方形 0

D－215 RトレンチC－1・C－2 1．11×1．04　　　　　　　　　　0．14 長　方　形 31

D－216 〃　　　D－1 （0．95）×（1．89）　　0．19 隅丸方形 17

D－217 6トレンチA－2 1．42×（0．88）　　　0．23 隅丸方形 4

D－218 〃　　　　B－2　・B－3 （0．88）×0．84　　　0．23 隅丸方形 25

D－219 〃　　　B－3 0．3〉く0．31　　　　　　　　　　　　0．32 円　　　　形 4

D－220 19トレンチA－3 （0．78）×（0．82）　　0．30 隅丸方形 0

D－221 RトレンチE－1・F－1 （1．32）×（0．68）　　0．32 隅丸方形 2

D－222 〃　　　F－1 0．72×0．59　　　　　　　　　　0．14 円　　　　形・ 11

D－223 〃　　　F－1・G－1 0．62×（0．41）　　　0．15 隅丸方形 3

D－224 6トレンチA－4・A－5 （1．34）×1．3　　　　0．22 隅丸方形 49　　　　　　　覧

　　　もD－225 VトレンチF－3 0．36×0．3　　　　　　　　　　　0．50 円　　　　形 0

D－226 6トレンチB－3 0．64×0．5　　　　　　　　　　　0．34 隅丸長方形 0

D－227 〃　　　A－4・A－5 0．4×0．39　　　　　　　　　　　0．15 円　　　　形 0

D－228 19トレンチF－1・G－1 0．94×（0．68）　　　0．20 隅丸方形 27

D－229 RトレンチF－1・F－2 0．63×0．6　　　　　　　　　　　0．06 隅丸方形 2

D－230 〃　　　G－2 0．5×0．48　　　　　　　　　　　0．23 円　　　　形 3
D－231 19トレンチA－3 0．47×0．4　　　　　　　　　　　0．17 円　　　　形 4
D－232 〃　　　A－4・B－4 1．63×0．67　　　　　　　　　　0．24 不　定　形 18

D－233 〃　　　A－4・B－4 0．76×0．69　　　　　　　　　　0．21 円　　　　形 10

D－234 〃　　　A－4 0．41×0．35　　　　　　　　　　0．21 円　　　形 1
D一・235 〃　　　A－4 0．55＞く0．51　　　　　　　　　　0．21 正　方　形 9
D－236 〃　　　A－4 （0．56）×0．48　　　　　　　　0．17 円　　　　形 5
D－237 〃　　　A－4・A－5 1．85×（0．53）　　　0．23 隅丸方形 11

D－238 〃　　　B－3 0．35×0．27　　　　　　　　　　0．25 楕　円　形 0
D－239 〃　　　B－3 0．32×0．21　　　　　　　　　　0．26 楕　円　形 0
D－240 〃　　　A－3・B－3 0。58×0．42　　　　　　　　　　0．18 楕　円　形 3
D－241 〃　　　B－3 1．18×0．55　　　　　　　　　　　0．15 隅丸長方形 13　　　骨

D－242 〃　　　A－3・B－3 0．46×（0．19）　　　　　　　　0．17 隅丸方形 2
D－243 〃　　　B－3 0．82×（0．7）　　　　0．20 円　　　　形 9
D－244 〃　　　A－2・B－2 1．4×1．49　　　　　　　　　　　0．15 正　方　形 7
D－245 〃　　3・A－4・B－3・B－4 1．0×1．02　　　　　　　　　　　0．13 正　方　形 22　　　馬歯

D－246 RトレンチF－1・F－2 （1．36）×0．78　　　0．10 隅丸方形 4
D－247 〃　　　F－2 0．34×0．28　　　　　　　　　　0．26 楕　円　形 2
D－248 19トレンチA－2・B－2 1．48×1．08　　　　　　　　　　0．15 隅丸長方形 3
D－249 〃　　　A－4・B－4 1．5×1．03　　　　　　　　　　　0．45 楕　円　形 3
D－250 〃　　　A－4・B－4 0．81×0．8　　　　　　　　　　　0．40 円　　　形 0
D－251 〃　　　A－5・B－5 1．53×0．26　　　　　　　　　　0．19 隅丸長方形 0
D－252 TトレンチB－1 1．05×1．06　　　　　　　　　　0．34 円　　　形 9
D－253 ”　　L－1・M－1・M－2・N－1・N－2 6．82×0．65　　　　　　　　　　0．30 隅丸長方形 520

D－254 〃　　　　E－2 1．48×1．15　　　　　　　　　　0．30 隅丸長方形 41

D－255 〃　　　　　　　1－2　・　」一2 0．94×（0．49）　　　　　　　　0．40 隅丸方形’ 13

D－256 19トレンチA－5・B－5 0．65×0．57　　　　　　　　　　0．15 不　定　形 、　0
D－257 ”　　　A－5・B－5 （0．65）×0．4　　　　0．13 不　定　形 4
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D－258 19トレンチA－5・A－6・B－5 （0．71）×0．34　　　0．18 長　方　形 0
D－259 〃　　　A－5・A－6・B－6 （0．95）×0．33　　　0．07 楕　円　形 3
D－260 〃　　　　B－5　・B－6 1．1×0．45　　　　　　　　　　　0．16 隅丸長方形 1
D－261 〃　　　B－6 0．51×0．3　　　　　　　　　　　　0．17 楕　円　形 0
D－262 〃　　　A－6・B－6 1．1×0．26　　　　　　　　　　　0．06 〃 1
D－263 6トレンチB－4 0．47×0．39　　　　　　　　　　0．30 〃 0
D－264 TトレンチA－2・B－2 1．12×（0．34）　　　0．24 〃 0
D－265 VトレンチD－1・D－2 0．76×（4．8）　　　　　　　　　0．43 隅丸方形 0

6　井　戸　祉

　　1－1号井戸虻（fig21、PL17－2）

　uトレンチD－2グリッドに位置する．W－5を破壊して構築されていた。規模は上幅、径2

m、下幅は西半分が掩乱により、破壊されていたため明らかでない。土層はほぼレンズ状堆積し

ている。遺物から中世以降と推定される。

　　1－2号井戸吐（fig21、PL17－3）

　Vトレンチ1－1グリッドに位置する。規模は確認面で、上幅径1m、下幅0．6m、深さ1．．6m

を測る。土層は、下層は水平堆積を呈し、上層はレンズ状堆積を呈していた。遺物は、土師器、

須恵器、鉄津等、古代末期の様相を呈している。

　　1－3号井戸趾（fig21、PL17－1）

　VトレンチD－1グリッドに位置する。規模は確認面で、上幅東西径1．6m、南北径2．2m、下

幅1．4mを測る。深さは、湧水によって完掘できなかったため、明らかでない。遺物は近世～近代

の陶磁器が多量に出土している。

　　1－4号井戸吐（fig21、PL16－8・9・10）

　RトレンチB－1グリッドに位置する。西側を調査区域外に置き、FAを切り込んで、構築さ

れていた。規模は確認面で、上幅径1．7m、下幅径0．2m、深さ1．4mの規模を有す。遺物は総数で、

242点出土しており、9世紀代の須恵器杯、短頸壷等が出土している。

　　　7　溝　　　趾

　　W－1号溝（fig22－1、PL27－5）

　18トレンチのほぼ中央部、A－6．7、B－5．6グリッドに位置する。重複関係は1号礎石群、D

－62・63・64・65・66・67よ｝）本遺構が先行している。規模は確認面で上幅3．4m、下幅0．96m、深さ、

現地表面下2．1mを測｝）、方位をN－56。一Eにとる。土層は断面逆台形を呈し、きれいなレンズ状
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堆積を示している。遺物はカワラケ類を中心に、38点出土してお1）底面付近からは、礫が集中して

出土してお1）、その中に、五輪塔の水輪、石臼の破片が含まれていた。出土土器には美濃産の灰粕菊

皿があ1）、15～16世紀に比定される。Nα42は水輪を転用した骨蔵器で四方に、四門の梵字を刻み、

それを墨でぬ1）つぶし、さらにまわ1）を朱墨で囲っている。類例としては、上野国分寺で、空輪、風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
輪を陰刻後赤色塗彩、火、水輪を黒色塗彩されたものが発見されている。

W－2号溝（fig22－2、PL18－1～5）

　18トレンチ、A－9・10・11、B－8・9・10グリッドに位置する。W－3と重複関係にあセ）、

より新しいが調査の不手際で、東側立ち上が1）部を破壊してしまった。復元規模L6m、深さ、現

地表面下1．Omを測1）、方位をN－68。一Eにとる。断面逆台形を呈し、土層はきれいなレンズ状

堆積を示している。重複関係はD－68よ1）古く、W－3よ1）も新しい。遺物はカワラケ、土鍋、

鉄器、碁石、紡錘車、古銭、鉄津等379点串土している。底面付近からは礫が集中して出土してお

1）、その中に、石臼、砥石の破片が含まれていた。

W－3号溝（fig22－2、PL19－1～9） ㌔

　18トレンチ、A－11・12・13、B－11・12・13グリッドに位置する。W－2・4と重複関係に

あ1）、両溝に先行する。規模は、下幅0．8m、深さ、現地表面下3．7mを測1）、方位をN－70。一E

、にとる。断面逆台形を呈し、土層はきれいなレンズ状堆積を示している。遺物はカワラケ類を中

心に、321点出土してお1）、鉄釘、至元通宝、と多量の骨片があった。又、底部付近に礫が集中し

て投棄されてお1）、その中に石臼、宝筐印塔、五輪塔、骨蔵器等が含まれていた。

W－4号溝（fig22－2、PL20－1・2）

　18トレンチ、A－13、B－13グリッドに位置する。W－3と重複関係にあ1）、本溝が新しい。

規模は、北壁断面で観察の結果、現地表面下1．8mから掘1）込まれ、深さ、1．78mを測る。幅は、

東側が未完掘であるため明らかでないが、断面逆台形を呈し、方位をN－160－Wにとる・土層は

きれいなレンズ状堆積を示している。遺物は、細片が少量出土したのみであるが、鉄津等も出土

している。

W－5号溝（fig22二3、PL28－8）

　Uトレンチ、B－2、C－2、D－1・2、E－1・2グリッドに位置する。重複関係は1－

1よ1）も古く、W－8よ1）も新しい。規模は西側が、撹乱によって破壊されているため、幅は明

らかでない。深さ1．1mを測り、方位はN－97。一Eにとる。断面逆台形を呈し、土層は乱れてい

た。遺物は近世陶磁器類を中心に797点出土しており、多量の骨の集積が認められた。年代を示す

ものとして、14～15世紀の常滑焼、14世紀後半代の瀬戸美濃焼梅瓶、15世紀前半の瀬戸美濃焼鉢2
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点、13～14世紀代の龍泉窯系青磁碗、13世紀代の中国製白磁碗2点、16世紀末期の美濃焼等が底

部から出土している。又、文字は読めないが古銭が1点出土している。

　上層部からも、18～19世紀を中心とした陶磁器類の出土があり、比較的長く溝が埋まらずに機

能していたことが伺える。上層の遺物の中にも、伊万里系の染め付け角小鉢や、花生など、上手な

ものも含まれている。・

W－6号溝（fig22－4、PL20－3）

　Uトレンチ、L－1・2、M－1・2、N－1・2グリッドに位置する。北側を削平され、南

側も撹乱によって破壊されていた。溝状の掘1）込みになっているため、溝として扱ったが、底部

は平らで堅くしまっており、古い道路祉の可能性も考えられる。遺構は、殆ど現地表面近くにあ

り、方位をN－13。一Wにとる。土層は新しく、遺物は18世紀代の伊万里系染め付け小とっく1）が

出土している。

W－7号（fig23－1、PL20－4・5・6）

　Vトレンチ、1－2・3、J－2グリッドに位置する。南側と、西側を調査区域外に置く。ち

ょうどコーナーの部分で、・規模は、深さ、確認面から2．5mを測り、方位をN－73。一Eにとる。断

面逆台形を呈し、土層はきれいなレンズ状堆積を示している。遺物はカワラケ類を中心に、178

点出土してお1）、鉄津、至元通宝等も出土している。底面近くから礫が集中して出土しており、

その中に、石臼の破片が含まれていた。年代を示すものとして、15～16世紀代の舶載陶器と思わ

れる耳壷が出土している。溝の性格は、古絵図に見られる蒼海城の堀杜に一致してお1）、出土遺

物の年代からも傍証することができる。

W－8号溝（fig24－1、PL20－7）

　Uトレンチ、B－2、C－2グリッドに位置する。W－5と重複関係にあり、本溝が先行する。

規模は確認面で上幅4．8m、下幅2．9m、深さ1．7mを測り、方位をN－960－Eにとる。断面は、

しっか1）した逆台形を呈し、土層はきれいなレンズ状堆積を示している。遺物は酸化焔焼成の須

恵器を中心に、66点出土してお1）、瓦、馬骨等も含まれている．遺物の下限は10世紀後半代と推

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ定され、国府周辺域で確認されている。条里溝との関連で興味深い。

W－9号溝（fig24－2、PL20－8・9）

　Vトレンチ、G－1グリッドに位置する。西側を調査区域外に置き、東側はD－88、H－4に

よって破壊されていた。規模は、上幅1．8m、下幅1．Om、深さ0．4mを測1）、方位をN－73。一E

にとる。断面三角形を呈し、土層はほぼ水平堆積を示している。遺物は土師器、須恵器を中心に

121点出土してお1）、遺物の下限は、10世紀代を示している。
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w－10号溝（fig24－2、PL20－8・9）

　Vトレンチ、G－1、H－1グリッドに位置する。W－9と平行しており、D－88、H－4

に西側で破壊されている。規模は、上幅1．8m、下幅0．2m深さ現地表面下0．4mを測1）、方

位をN－730－Eにとる。断面三角形を呈し、土層はほぼ水平堆積を示している。遺物はW－9

向様、土師器、須恵器を中心に37点出土してお1）、銅津、古銭等も含まれている。遺物の下限は、

10世紀後半代と推定される。

　　W－11号溝（fig24－3、PL20－10）

　6トレンチ、A－1、B－1グリッ・ドに位置する。北側を撹乱によって削平され、南側を調

査区域外に置く。W－12と平行してお．1）、規模は、上幅o．6m、，下幅o。2m、深さ確認面でo．6m

を測る。主軸方位をN－39。一Wにとる。断面は緩やかに曲線を描く、土層はほぼレンズ状堆積を

示している。遺物は総数で、184点出土してお1）、殆どは、古墳時代の土師器、須恵器の破片であ

ったが、灰粕陶器も出土してお1）、下限は、10世紀後半代と思われる。　　　　　　　　　、

　　W－12号溝（fig24－3、PL20－10〉

　6トレンチ、A－1、B－1・2グリッドに位置する。W－11同様、北を撹乱で破壊され、南を

調査区域外に置く．規模は、上幅0．4m、下幅0．2m、深さ確認面から0．6mを測う。断面形態はほぼ

垂直に掘り込まれてお1）、土層はレンズ状堆積を示している。遺物は、細片が少量出土したのみ

であり｛殆ど土師器の小破片であったが、直接本遺構の年代を示すと思われるものは皆無であっ

た。

W－13号溝（fig24－4）

　6トレンチ、A－0・1グリッド、調査拡張区域で検出された。W－14と平行してお1）、西、

東側ともに調査区域外へと続いている。昨年度の調査では、八日市場城の大溝に平行している溝

は確認されておらず、おそらく、それに後出するため地形的制約を受けてW－14に平行している

ものと推定される。規模は確認面で、上幅0．5m、下幅0．1m、深さ0．15mを測1）、断面形態は、

鋭角な逆三角形を呈していた。土層はレンズ状堆積してお｝）、比較的新しい様相を呈している。

遺物は、殆ど無かったが、断面土層から見て、近世以降の所産と推定される。

W－14号溝（fig24－4、PL21－1）

　6トレンチ北の現有道路は、八日市場城の堀祉を埋めずに約2m前後の比高差を持って、その

まま道路として利用されている。昨年度の調査で、この溝の東側コーナー部分を検出してお1）、

比較的残存状況が良好であったため、今回も調査区域を拡張して、この溝の検出に努めた。しか
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し、生活道路であるため調査にも制限があ1）、僅かに立ち上が1）部分を調査しえたに過ぎない。

しかも、この部分はかな1）撹乱が著しく、掘り込みは確認できたが、中の土は新しい撹乱土であ

った。底部は道路敷きの下であ｝）、断面形態も明らかでない。遺物は無かった。

W－15号溝（fig24－5、PL21－2・3・4・5）

　19トレンチ、A－7、B－7グリッドに位置する。H－36・37、D－179、畝状遺構1に先行し、

H－65より新しい。規模は、上幅1．Om、下幅0．6m、深さ0．6mを測1）。方位をN－19。一Wにとる。

断面逆台形を呈し、土層はきれいなレンズ状堆積を示しており、水流の痕跡と思われる粗砂とシ

ルトのラミナが確認されている。遺物は土師器と須恵器を中心に、36点出土している。

W－16号溝（fig25－1、PL21－2・3・4）

　19トレンチ、A－7、B－7グリッドに位置する。W－15に隣接してお1）、時期的にも近い。

規模は、上幅0．8m、下幅0．36m、深さは確認面で0．3mを測る。方位はN－60－Eにと1）、断面

逆台形を呈す。土層はほぼレンズ状堆積を示してお1）、水流の痕跡と思われる、粗砂のラミナが

検出された。遺物は、総数17点と細片が少量出土したのみである。

W－17号溝（fig25－2、PL21－6・8）

　Rトレンチ、A－1・2、B－1・2グリッドに位置する。H－52・54と重複関係にあ1）、両

住居に後出する。規模は、上幅0．8m、下幅0．6m、深さ0．4mを測る。方位をN－19。一Wにとる。

断面形態はほぼ垂直に掘1）込まれており、土層はほぼ水平堆積を示している。遺物は総数で、10

点出土しており、殆どは、古墳時代の土師器であった。遺構の年代は、F　Aの純層を切って遺構

が掘り込まれており、6世紀前半代と推定される。

W－18号溝（fig25－3、PL21－7・8）

　Rトレンチ、A－1・2グリッドに位置する。重複関係はH－54・53を破壊して掘1）込まれて

お1）、W－17に平行する。規模は確認面で、上幅0．6m、下幅0．4m、深さ0．36mを測1）、方位を

N－21。一Wにとる。断面形態は垂直に掘｝）込まれておぴ）、土層はほぼ水平堆積を示していた。遺

物は古墳時代の土師器を中心に出土している。FA純層を切って構築されてお1）、溝としては、

特異な断面形態を示すことから、その性格が注目される。2号畝状遺構に直交し、昨年度調査のW

－17と近い方向性を示すことから、この地区一帯に比較的広範囲に同様な地割りが推定される。

W－19号溝（fig25－4、PL21－9）

　Rトレンチ、B－1・2グリッドに位置する。D－178と重複関係にあり、西側を破壊されていた。

規模は確認面で、上幅1．2m、下幅0．5m、深さ0．5mを測1）、方位をN－840－Wにとる。断面逆
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台形を呈し、土層はほぼレンズ状堆積を示してお1）、若干の水流の痕跡が認められた。遺物は

総数で、33点出土しており、殆どは、混入品の土師器小破片であった。遺構の年代は中世～近世

と思われる。

　　W－20号溝（fig25－5、PL21－10）

　Sトレンチを北から南に縦断する。W－22と重複関係にあり、後出する。規模は確認面で、上

幅1．3m、下幅0．5m、深さ0．5m、方位をほぼ北南にと1）、若干蛇行する。断面逆台形を呈し、土

層はほぼ水平堆積している。遺物は土師器、須恵器を中心に、114点出土してお1）、下限は9世紀

代と推定される。全体に摩滅していた。

　W－21号溝（fig25－5、PL21－10）

　Sトレンチを北から南へと縦断する。W－22と重複関係にあり、後出する。規模は確認面で、

上幅0．7m、下幅0．3m、深さ0．4mを測1）、方位をN－90－Eにとる。断面逆台形を呈し、土層は

ほぼ水平堆積している。遺物は土師器、須恵器を中心に、44点出土しており、下限は9世紀後半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
代に位置付けられる。全体に摩滅していた。

　W－22号溝（fig25－5、PL21－10）

　Sトレンチを北から南に縦断する。W－20・21と重複関係にあ1）、両溝に先行する。規模は確

認面で、上幅0．6m、下幅0．4m、深さ0．4mを測1）、方位をほぼ北南方向にと1）、蛇行していた。

断面逆台形を呈し、土層はほぼ水平堆積を示しており、水流の痕跡が明瞭である。遺物は、9世

紀代の土師器、須恵器を中心に、31点出土しており摩滅していた。

　w－23号溝（fig25－6〉

　Rトレンチ、G－1・2グリッドを、西から東へと縦断する。H－42・45、2号畝状遺構を破

壊している。規模は確認面で、上幅0．48m、下幅0．24m、深さ0．24mを測1）、断面を逆台形を呈

していた。土層は新しく近世以降の所産と推定される。
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PL　1

1．H－1号住居1吐

2．

H－1号住居量石出土状態

織灘灘

3　H－10　　　　　　　　　　　　　　　、 5、12号住居祉断面

4．H－2号住居祉

5．H－2号住居量竈
嚢

96

饗癒

6　H－2号住居趾竈

難』、．糠鱗躍1

　幾　㌦鵠、

7．H－2号住居祉竈断面

が難懇1

8．H－3号住居杜遺物出土状態

9．H－3号住居趾

10．H－4号住居趾竈



PL2

醗

1．H－4、13号住居杜断面

2．H－4、13号住居量

3．H－5号住居趾

灘簸鷺

4．H－6号住居肚

5．H－7号住居趾遺物出土状態

6．H－7号住居趾遺物出土状態

乳H－7号住居祉

8．H－7号住居趾竈

9．H－7号住居祉床面下土坑（D－94）

10．H－8号住居趾竈
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PL．3

1．H－8号住居肚

一購欝難灘、

2．H－8号住居趾断面

3．H－8号住居趾

灘
4．H－9号住居杜竈

5．H－9号住居祉

98

6．H－9号住居杜

7．H－30、10号住居吐

8．H－30、10号住居吐

9．H－11号住居趾

10．H－13号住居量

灘



PL4

胃H！16号住居趾　’

　　　　．嚢，翻幽瞠嚢
2．H－16募佳居杜

3．H－16号住居肚

4．H－16号住居肚床面下土坑

5．H－17号住居趾

7．H－19号住居肚

8．H－19号住居量

9．H－21号住居；吐

10．H－21号住居祉
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PL．5

1．H－22号住居赴

2．H－22号住居祉
灘

3．H－23号住居趾遺物出土状態

4．H－23号住居杜調査風景

5．H－23号住居杜

100

6．H－23号住居杜

7．H－24号住居趾

8．H－24号住居肚竈

9．H－25号住居趾遺物出土状態

10．H－26号住居鮭床面焼土散布状況



PL6

1．H－26号住居肚
灘

辮

2．H－27号住居肚

3．H－27号住居祉

4．H－28号住居杜竈

5．H－28号住居量

101

6． H－30募住居：蓮止竈’

7．H－31号住居祉

8．H－32号住居肚

9．H－33号住居祉

10．H－33号住居杜



PL．7

il　H－31号住居祉

2．H－34号住居杜

3．H－35号住居趾（西から）

4．H－35号住居杜（北から）

5．H－35号住居趾堀り方（西から）

6．H－36号住居祉（西から）

7．H－36号住居量（南から）

8．H－36、37号住居量

8．H－38号住居趾

10．H－39号住居趾
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PL．8

1．H－40住居趾

2．H－42号住居肚竈

3．H－43、46号住居祉

4．H－43号住居杜

5．H－43号住居祉断面

レ

6．H－43号住居肚断面

7．H－44号住居趾遺物出土状態

8．H－44号住居趾

9．H－45、46住居杜

羅

10．H－46号住居趾

103



PL．9

1．H－47呈住居趾

嚇

襲嚢蕪，懸
2．H－50号住居祉断面

欝難響

3．H－51号住居祉

4．H－53号住居量

5．H－54号住居杜

104

6．H－54号住居肚

灘
7．H－55号住居吐

8．H－56号住居祉断面

認
9．百二』諮号住嘗班

10．H－58号住居趾



PL．10

1．H－59号住居杜竈断面

3．H－61号住居趾
蕊

4．H－63号住居祉

5．H－64号住居趾

饗
　醗

婆

105

6．

灘麟麟鐵灘簿騨覇
　　　　　　　　7．H－66号住居趾
羅蕪　灘　　。”・懸、

　　　鰯繍鶏，

8．H－66号住居祉

，欝覇

欝

10．H－67号住居杜



PL11

年鐸』曜・

1．H－70号住居趾

2．H－72号住居杜

．猛響騰舗

3．H－72号住居量遺物出土状態
　棚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

4．H－74号住居量

5．H－76号住居量

　　　　　一

　　　　　　㌦　　　　　へゆる　　　　　　δ　　　㌔　　　　　　、　　　，　　　｝ト頓・　’、

6．H－77号住居趾

　　　　　　　　7．H－80号住居肚

欝

8　H－81号住居量

9．H－82号住居：吐
、騨灘薦

10．H－82号住居；吐
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PL．12
ぞ穫

1．H－83号住居肚

獺

鐵

　　　　　　　2．H－84号住居祉

3．H－84号住居肚竈

4．H－85号住居杜

5．　H－86号住居江止

6．H－89、92、95号住居祉

7．H－90号住居趾

8．H－90号住居肚竃

9．H－91号住居量

lO．H－94号住居趾
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PL．13

1．H－96号住居杜遺物出土状態

2．H－97号住居祉

鯵
3．H－98号住居量断面

4． H－99号住居祉遺物出土状態

5．H－99号住居吐竈用材

108

6．H－99号住居祉竈用材

7　H－99号住居趾竈

　　　　　8．H－99号住居杜貯蔵穴

灘嚢覇國

9．H－100号住居杜断面（西から）

10．H－100号住居杜断面（南から）
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PL．14

1．H－101号住居趾

2．B－1号堀立柱建物杜

3．B－1号堀立柱建物祉

4．B－1号堀立柱建物祉

5．1号礎石群

6．19トレンチ1号畝状遺構

7．19トレンチ1号畝状遺構
癬懸

8．19トレンチ1号畝状遺構

9．Rトレンチ2号畝状遺構

10．D－1、9号土坑
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1．D－2号土坑
灘

2．D－6、7号土坑

3．D－45、48、46号土坑

4．D－58号土坑

難

5．D－69号土坑
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冬

縷

灘灘
冥暖、き厚葺．、灘ウ　購箋灘

6．D－74号土坑

灘騨

　　蕪

ミ鱗薫

，灘

　　鱗

灘懸鎌総．
7。 D－82号土琉

　　，拶躍・

8．D－90号土坑

9．D－102号土坑

懇撚、秀

難

10．D－104号土坑
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1．D－146号土坑

2．D－147号土坑

騒灘灘

3．D－150号土坑

4．D－154号土坑

5．D－155号土坑

6．D－186号土坑

7．D－202号土坑

8． 1－4号井戸杜遺物出土状態

み

・難、驚灘

磁ヨ・馨鐵嚢

9．1－4号井戸趾

10 1－4号井戸趾

謬馨

婆

　　饗
’灘‡

　　’駈デ“

難｛雛’

難戴
　　　漏
　　載嚢
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PL．17

　　灘．

1．1－5芽井戸肚

，鰯

＾
簿

暫

灘鞭辮購灘顯騰
　　　　　　2．

糊■，
難墨・滞．

　』

レ
　　P　F　』　ず　　　』

織

1－1号井戸吐

1－2号井戸量

・繭

　　　　　　3．

饗顯驚灘欝驚

4．W－1号溝断面

5．W－1号溝遺物出土状態
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6．W－1号溝鬼瓦出土状態

7．W－1号溝断面

縫

嚢．、

8．W－1号溝

9．W－1号溝骨出土状態

10．W－2号溝遺物出土状態
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2．W－2万溝遺物出土状態（東から）

3．W－2号溝遺物出土状態（南から）

　　　　　　　　　　　灘灘鞭

灘、灘鞭

萎蕪

難i籐、．

騨　　灘

4．W－2号溝遺物出土状態（東から）

5．W－2号溝（東から）

欝
6

．，麟鰯嚢難

W－3号溝（東から）

7．W－3万溝遺物出土状態

8．W－3号溝遺物出土状態

9． W－3号溝遺物出土状態（南から）

10． W－3号溝遺物出土状態（南から）
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1．W－3号溝遺物出土状態

2．W－3号溝遺物出土状態

3．W－3号溝遺物出土状態

4．W－3号溝重複土坑

5．W－3号溝遺物出土状態
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6．W－3号遺物出土状態

7．W－3号溝遺物出土状態

難輝
　　8． W－3号溝遺物出土状態（東から）

難

軌W－3号溝遺物出土状態（南から）

10．蒼海城絵図
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1．W－4号溝断面（南から）

原線講

2．Wπ4号溝断面（北から）

　　　　　　　　　難

灘鱒
　　　　o

　　　　ウ

3．W－6号溝

縫、

麟

4．W－7号溝（北から）

5．W－7号溝（西から）

6．W－7号溝断面

7．W－8号溝骨出土状態

8．W－9、10号溝（西から）
講難灘

9．W－9、10号溝（東から）

10．W－11、12号溝
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　痴　　箋

欝灘

錐襯欝欝＿．蜜錘募．i

灘難、
毒憲

　　…
1．W－14号溝

　　　熱，

燃　

離

懸糞

職簿

v
2
．

轡f15、16号欝

3．W－15、16号溝
臨

4．W－15、16募欝伽…

5．W－15号溝断面

6．W－17号溝断面

8．W－17、18号溝

　　鞭三、鑑幽灘臨，．
9．W一酉号溝断面

1猛諺嚢覇鍵灘
10．W－20、21、22号溝
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、i騨鱗

1．W－23号溝

2i8ドジンチ全景

繍灘懸難

難灘繍

3．18トレンチ土坑群

4．18トレンチ土坑群

5．18トレンチ土坑群

藷論…灘鐘羅
　　　懸灘一槻　藁1一　．　繊、

密幽舎
な　い

轟，

　　　　7．Vトレンチ全景（南から）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　魅　．ヨ議臼
　　　　　　灘、1叢鐵　　　、灘懸縫

騒翻簿難．灘

8． Vトレンチ全景（南から）

9．6トレンチ全景（西から）

10．6トレンチ全景（東から）
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PL．23

1．H－1号住居赴遺物出土状態

4．H－2号住居祉竈

購

鞭
　　　■　’

　　麗

7．H－5、12号住居阯

2．H－！号住居趾

5．H－3号住居肚竈

8．H－14号住居肚
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3．H－2号住居吐竈

鰯
6．H－6号住居祉

9．H－14号住居杜
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1．H－15号住居趾

4．H－17号住居趾

7．H－47号住居趾竈

2．H－15号住居」止

懇“
羅雛

纈

璽羅嚢

5．H－20号住居吐

8．H－48号住居阯
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灘欝難

3．H－16号住居量

6．H－28号住居趾竈

9．H－49号住居杜竈
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騨灘羅灘

1．H－49号住居」止
2．H－53、54号住居量

購　

懸麟

欝i藁
　　　黙

3．H－58号住居趾

4．H－59号住居垢

7．H－75号住居吐

欝

5．H－59号住居趾竈

8．H－76号住居杜竈

6．H－68号住居祉

9．H－94号住居」止
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1．H－98号住居赴 2．H－99号住居趾竈 3．H－101号住居趾

万出　柱建物杜
　　　（西から）

5．B－1号堀立柱建物祉遠景
　　　　　　　　　（西から）

6．1号礎石群

7．1号畝状遺構（西から） 8．1号畝状遺構（東から） 9．2号畝状遺構（南から）
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1．2号畝状遺構（北から）

灘糞

4．D－253号土坑

7．W－2、3、4号溝（西から）

2．2号畝状遺構（南から）

鐡購

5．W－2、3号溝（東から）

8．W－2、3号溝（東から）

122

3．2号畝状遺構（東から）

6．W－2、3、4号溝（西から）

9．W－2、3号溝（東から）
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‘｝

1． W－3号溝（西から） 2．W－3号溝遺物出土状態
　　　　　　　　（東から）

3．W－3号溝遺物出土状態

4．W－3号溝遺物出土状態

．、編

5．W－3号溝遺物出土状態
　　　　　　　　（東から）

灘

6．W－3号溝遺物出土状態
　　　　　　　　（西から）

7．W－3号溝遺物出土状態
　　　　　　　　（東から）

8．W－5、8号溝 9．W－7号溝（東から）
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1．W－7号溝（西から）

4．W－19号溝

7．6トレンチ全景（西から）

　　　　2．W－14号溝

懇糖講…獺

5．W－20、21、22号溝

8．18トレンチ全景（東から）
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3．W－17号溝

灘灘鍵

6．6トレンチ全景（東から）

9．18トレンチ全景（西から）
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1．18トレンチ全景（東から） 2．19トレンチ全景（西から） 3．6トレンチ調査風景

4．調査風景スナップ 灘

5．現地見学会スナップ

6．現地見学会スナップ

「
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VI考 察

前橋市内出土の古式須恵器について

　本調査でFA下の畑や、H－65号、H－91号住居量から出土している須恵器の圷蓋は、大阪和

泉陶邑窯1型式3、4段階に並行する時期のものと推定される．これらは、いわゆる、初期須恵

器と呼ばれる範疇のものであ『）、その生産及び供給形態が注目されるところである。近年、須恵

器の編年研究を軸に、考古学年代が求められてお『）、須恵器がその根幹となっていることから、

ひとたび間違えると大きな、研究の遅滞にさらされる危機感をもっている。こうした点、最近の、

実測図に頼った外見だけの序列にはおおいに反省すべき点があると思われる。元来、揺藍期とは、

その形が定まらないことから名付けられた名称であるはずであり、形式の比定が困難なのが当然

である。近年の地方窯産須恵器の陶邑編年への比定は、一見明瞭で爽快であるかの錯覚に陥り易

いが、その影には見逃す事のできない大きな指針の過ちが介在していることを忘れてはなるまい。

　こうしたことを踏まえて、本論では、前橋市内出土の1～II期前半に相当すると思われる須恵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
器を集成してみたい。ここに集成した物の殆どが、既に発表済みのものであるが、一部、未発表

の物、及び実測図に不備を認め、再実測を試みた物もある。時間等の制約から問題点も多々ある

と思われるが、今後それらを補って完全なものにして行きたいと考えている。協力戴いた関係者

各位に謝意を表する次第である。

小神明湯気遺跡H－26号住居趾（1）竈を有する竪穴住居杜のほぼ床面直上より出土した。他の

土師器はいわゆる和泉式のものと位置付けられる。須恵器は天井部を欠損するが、おそらくつま

みを有すると推定される。外稜は鋭く突出しておヒ）、その上下には成形時に強くナデることによ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1）つけられたと推定される沈線をもつ。全体に厚手で、端部は丸くおさめている。外面天井部は、

細かい単位の回転ヘラケズリで、ひじょうに丁寧に仕上げられておレ）、内面は、手持ちによるユ

ビナデを施す。外形は、陶邑では揺藍期の最古の一群に類似しているが、端部の調整や形態にや

や疑問も残る。胎土は緻密で白色鉱物粒、黒色鉱物粒を多く混入する。東海周辺の製品と推定さ

れる。焼成は良好で、外面青灰色を呈す。

小神明湯気遺跡H－30号住居趾（2）　竈を有する焼失家屋の床面直上から出土した・端部はし

っかりと面取りされておン）、直線的に内傾して外稜部へと至る。外稜は比較的高い位置に巡る。

天井部は細かいヘラケズリで、一度、厚く作ってから削っている。ひじょうに丁寧に仕上げられ

ており、胎土は緻密で白色鉱物を多量に混入する。定形化以後の東海湖西の製品と推定される。

焼成は良好で、色調は内面青灰色、断面セピア色を呈し、外面には、白色自然粕の付着が著しい。

荒砥島原遺跡E区9号住居蛙（3）　竈を持つ住居吐から出土している。口縁部8分のiの小破

　　　　　　　　　　　　　　　　
片で、復元口径13．1cmを測る。原典では甕としているが、田口（1987）では、TK73型式期に比

定される腺としている。口縁部は強く外反し、端部に一・条の隆線を持ち、その下に波状文を巡ら
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す。端部は丸くおさめる。外面回転横ナデ後櫛描波状文、内面回転横ナデ。共伴の土師器高杯は

いずれも、脚部エンタシス状を呈する。胎土は緻密で、硬質、還元焔焼成、灰色を呈す。

元総社明神遺跡VI、H－65号住居吐（4）　FA下の住居杜より出土している。肉厚の端部はし

っか1）と面取りされてお1）、稜線は鋭く突出する。口縁部付近6分の1前後あ破片である。胎土

は緻密で、白色鉱物粒を混入する。焼成は良好で、内外面は青灰色、断面セピア色を呈し、白色

自然粕が付着する。天井部の大半は欠損するが、回転ヘラケズリが施されている。

元総社明神遺跡VI、H－91号住居虻（5）　竈を持たない住居杜内より出土。口縁部付近6分の

1前後の破片である。端部はしっかり面取りされ、稜線内はしっかりと突出する。．口縁部は丸み

を帯び、横方向にナデを施す。天井部は欠損するが、回転ヘラケズリによる。口径13．4cmを測る。

胎土はやや粗く白色鉱物粒を含む。1型式3段階に比定される。

荒砥島原遺跡E区7号住居虻（6）　竈を持つ住居祉から出土。模倣圷を含むセットである。須

恵器の高圷は圷部上半の小破片で、復元口径17cmを測る。口縁部は僅かに外反し、端部はやや立

ち上がる。体部に2本の突線があり、この区画中に波状文が巡る。外面口縁部回転ヨコナデ、体

部回転横ナデ後10本1単位の波状文を施文する。内面口縁部～体部回転横ナデ、口縁端部ヘラ調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キリ整・胎土は緻密で、硬質、還元焔焼成による青灰色を呈し、外面に自然粕付着。、1型式3段階に

比定される。

柳久保水田趾（7）　浅間B軽石下の水田杜より出土。直接、遺構に伴うものではなく、台地上

の和泉期集落よ1）の流れ込みと考えられる。小破片の復元実測であり、角度にやや難があったが、

中央隆帯の下方には、自然粕の付着がないことから、ここが最大巾であることが推定される。隆

線をはさんで上下に波状文が施され、施文後、注口部を外から内側1とあけている。中央の隆線を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はさんで2段の波状文を施す大型醸は管見では東京都足立区伊興遺跡例がある。1型式3段階に

比定される。胎土は比較的精選されており、焼成堅緻で、内・外面灰色、断面セピア色を呈す。

荒砥北原遺跡7号住居吐（8）　端部を丸くおさめた短い脚部から、突帯及び櫛描き波状文の巡

る杯部に至り、耳状の把手を付す。脚部にも櫛描き波状文が3段にわたって施文されてお｝）、透

かし孔は、それらを切って6方向に穿たれている。圷部口縁はやや歪んでおン）、脚端部には自然

粕の塊が付着している。胎土は良く精選されてお1）、小砂粒、白色鉱物粒、溶けた黒色鉱物粒等

が混入されている。焼成は堅緻で、自然粕は白色を基調としている。胎土や全体の特徴から、陶
　　　　　　　　　　　　　　
邑産ではないと云われており、おそらく、東海周辺の地方窯産と推定される。1型式3段階に比

定される。

元総社明神遺跡V、H－44号住居虻（9）　図では欠損しているが、口縁部は下にさらに延びる

可能牲がある・1型式4段階の直口壷と考えられ、稜線をはさんで、櫛描き波状文が施される。

竈の有無は不明の竪穴住居杜床面直上よぴ）出土。共伴の土師器はいずれも和泉期のものである。

胎土は良く精選されており、焼成堅緻で、内・外面灰色、断面セピア色を呈す。

小神明九料遺跡H－48号住居吐（10）　竈を有するFA下の住居祉より出土。口縁部のみ残存す
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る腺である。極端に突出して面取りした外稜によを）口縁部も二段に作られている。外稜をはさん

で上下に櫛描き波状文を施す。胎土は良く精選されてお乎）、白色鉱物粒を多量に混入する。・焼成

堅緻で灰色を呈し、白色自然粕の付着が著しい。東海周辺の地方窯産で、1型式4段階に比定さ

れる。

　　　　　　　　　　　
前山遺跡溝（11）　原典では、陶邑1型式4～5段階の圷身2個体、蓋3個体となっているが、

実見の結果、報文Nα1・5の身はともに同一個体と思われ、これらは、蓋身のセット1個体づつ

を確認したものと考えろれることから、担当者の了解を得て再実測を試みた。全体に摩滅が著し

く、胎土は良く精選されておン）、白色鉱物粒が多量に含まれている．焼成は甘く、焼き締まを）が

ない。内・外面は青灰色、断面はセピア色を呈する。やや萎少化しておン）、口唇端部をつまみ出

して一段付けている。東海地方の製品と推定され、1型式4段階に比定される。

元総社小学校校庭遺跡住居吐（12）　元総社明神遺跡の範囲内に含まれる。元小の校庭から発見

された古墳時代後期の竪穴式住居祉から出土した。かって、群馬大学史学研究室を中心に調査さ

れたもので、本品を含む出土品の一部は現在、前橋工業高校歴史研究部が所蔵している。偏平な

底部にやや斜め上方に突出した蓋受けをもち、内傾してしっかり面取りされている口縁部へと至

る。口縁の反り具合や、全体のプロポーションは東山11号窯製品に類似している。胎土に小砂粒、

白色鉱物粒を混入する。焼成堅緻で、内外面ともに暗灰色を呈す。一部に白色自然粕が付着。

元総社明神遺跡VI、丁トレンチ（13）　表土中よりの採集遺物であるため、出土状況、遺溝の内

容は不明であるが、H－91等の古式須恵器を出土する住居祉が付近にある。口径8．8cmの口縁部付

近のみしか残存しないが、大きさから樽型腺と推定されるが、高杯の脚端部の可能性もある。胎

土粗く小砂粗を混入する。焼成は堅緻で内外面ともに灰色を呈す。在地窯産と思われる。

小神明湯気遺跡H－29号住居吐（14）　竈を有する竪穴住居趾より出土。口縁部付近の小破片で、

口径の小さい樽型憩の一部と考えられる。端部はシャープに面取りされており、外稜の下に波状

文を有する。胎土は比較的良く精選されてお｝）、・白色鉱物粒を多量に混入する。焼成は堅緻で内、

外面灰色、断面セピア色を呈す。東海周辺の地方窯産で、1型式3・一4段階に比定される。

元総社明神遺跡V、H－49号住居吐（15）　口縁部付近8分の1程度の圷身の破片で底部を全く

欠損する。器高に比して口径が大きいため、偏平な感じを受ける。蓋受けはやや下向きに突出し

ておケ）、口縁部は内傾気味に立ち上がるが、上半で直立して口唇付近では外開き気味である。端

部は一段内そぎをしているため鋭く尖っている。比較的器肉は薄い。胎土は精選され、白色鉱物

粒、黒色鉱物粒を混入する。焼成堅緻で内、外、断面ともに灰色を呈する。

小神明九料遺跡H－55号住居趾（16）　杯身の口縁部付近小破片である。蓋受けはナナメ上方に

突出しており、口径はゆるやかに内傾して口唇端部は面取ン）されている。胎土中に白色鉱物粒、

黒色鉱物粒を含む。焼成は堅緻で、内、外、断面ともに青灰色を呈す。東海周辺の地方窯産と推

定される。

荒砥上諏訪遺跡1号住居吐（17）　口縁部と体部の境に明瞭な段を持つ須恵器杯蓋である。天井
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部は回転ヘラケズリ、内面はロクロ整形痕が残っている。器面にやや歪みが見られる。全体的に

　　　　　　　　　　　の
つくりが良好である。原典では、覆土中にはFPが認められるとしているが、．FAの降下前のセ

ットととらえて問題なく、再検討を要する。1型式5段階に比定される。

西大室III（梅の木）遺跡（18）　居宅杜の周辺であるが、環溝よりは外側から出土している。i不

蓋身のセットで各々全体の3分の1程度の残存状況である。蓋は口縁端部をややつまみ出す感じ

に突出させ、面とりをしており、ほぼ直立して天井部へ至る。外稜は下に沈線を入れることによ

『）鋭く突出させている。天井部のケズリの範囲は広く、比較的高い天井を有する。身は、ほぼ平

底の底面から丸みを帯びて立ち上がケ）、蓋受けは鋭く突出している。やや内湾して、直立して丸

みを帯びる端部へと至る。ケズリは底部約半分に施されている。胎土は両者ともに比較的よく精

選されてお｝）、焼成堅緻で内・外面灰色、断面セピア色を呈す。外面の一部に黒色自然粕の付着

がある。1型式5段階に比定される。
　　　　　　　　　　　　　
元総社町前内出（19）　出土地は、染谷川東岸の河岸段丘上である。遺溝の性格は不明であるが、

古墳の可能性もある。把手部を欠損するが、いわゆる把手付き椀である。底部は平底で、手持ち

ヘラケズリを施す。体部中央には、稜線にはさまれて6本程度の単位の櫛描き波状文が施され、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
口唇部は内そぎをして、一段稜を設けている。整形は、全体にシャープな感じをうける。

　　　　　　　　　
東上野町古墳（20）　畑の地下1mの所から出土したというが、出土遺跡は古墳であるらしい。

完存している把手付きである。底部はやや底上げ気味で、器形は全体的に丸みを帯びておン）、中

央の櫛描き波状文を挟むように2条1組の沈線が施文されている。口唇部はやや外反する。県内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
で器形的に本品と類似する物に大泉町仙石山遺跡4号住居吐出土品がある。

小神明九料遺跡B　H－9号住居趾（21）　F　A下住居祉の出土品である。f不蓋の口縁部10分の1

程度の小破片であるため、図にやや難があるかも知れない。口縁端部はつまみ出され、しっか『）

と面取りされている。ほぼ直立しておケ）、天井部との境には、しっか｝）したかな『）高い外稜を有

する。整形が全体にシャープで、胎土はよく精選されており、焼成はやや甘く灰色を呈す。1型

式5段階に比定される。

梅の木遺跡H－14号住居虻（22）　豪族居宅卦で有名になった梅の木遺跡の竈を有する住居杜よ

一
｝
）
出 土。遺構の北半分を居宅の堀に破壊されておセ）、居宅の上限を求めるのに重要な資料となり

うる。須恵器は総数で十数片出土してお『）、すべて大甕の破片で、胎土、焼成から2個体に分類

することができる。

　22は角度の復元も難しい口縁部極小破片である。口唇は丸く仕上げ、0．6cm入って突線を一条巡

らす。かなぴ）大きく外反するものと思われる。内面はナデによる整形が施される。胎土は良く精

選されておン）、白色鉱物粒を混入している。焼成は堅緻で、内、’外、断面ともに青灰色を呈する。

東海周辺の地方窯の製品と思われる。

梅の木遺跡H－14号住居吐（23・24）　23は自然粕の付着具合と断面の曲面からみて肩部の破片

と思われる。、4点接合された。外面は格子状タタキが施され、その後、部分的にユビで横方向に
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ナデられている。ある一定の間隔を持って、スリットを入れているかのようであるが、破片であ

るため明らかにしがたい。内面は青海波状文のあて具痕を丁寧にナデ消している。24は下半部の

破片で、外面の格子状タタキはかなり消されている。内面はやは『）丁寧にナデ消されている。焼

成は堅緻で、内面青黒色、外面は黒色で、白色の自然粕が著しく付着してお｝）、断面はセピア色

を呈する。胎土中に白色鉱物粒を混入してお『）、東海周辺の製品と推定される。

元総社明神遺跡VI、F　A下畑（25）　大甕の胴上半部小破片である。F　A直下の畑．内より出土し

ている。外面は平行タタキ後、横方向にナデてスリットを入れている。内面はあて具痕をナデ消

している。胎土は精選されており、白色鉱物粒を混入する。焼成堅緻で内、外、断面ともに、灰

色を呈している。

南田之ロ遺跡H－2号住居吐（26）　FA純層下の出土品で4点とも同一個体の上半部と推定さ

れる。外面調整は平行タタキで横方向にナデてスリットを入れている。内面はあて具痕をきれい

にナデ消している。胎土はよく精選されておひ）、焼成は堅緻で、内、外面は灰色、断面はセピア

色を呈している。

小神明湯気遺跡H－26号住居吐（27～29〉　三点とも同一個体と推定される。1の」不蓋とセット

関係にある。竈を持つ竪穴住居吐からの出土品である。外面はひじょうに細かい格子状タタキと

思われるが、（28）の下半部には一部平行タタキも併用されていることから、あるいは平行ダタキ

の交互、繰1）返しとも推定される。部分的にナデてスリットを入れている。内面はすべてあて具

痕をナデ消している．胎土はよく精選されており、白色鉱物粒を多量に混入する。焼成堅緻で・

外面青灰色で、白色の自然粕が著しく付着。内面灰色、断面はセピア色を呈す。東海周辺の地方

窯産と推定される。

元総社明神遺跡V、W－17号溝（3ρ）　豪族居住祉と推定されるFA純層下溝内より出土してい

る。外面調整は平行タタキによる。内面はあて具痕の青海波状文をきれいにナデ消している。胎

土は緻密で、焼成は堅緻、色調は内外面灰色、断面はセピア色を呈す。口縁部が残存していない

ので時期決定は難しいが、F　A下の出土であり、共伴の土師器から見ても1型式4段階前後に比

定されると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
荒砥天之宮遺跡C区12号住居吐（31）　住居吐のほぼ床面直上よ1）出土した。樽型蘇胴部の2分

の1ほどの破片で、注口部分、口縁部は欠落していた。復元胴部長は左右対称の場合、18．3cmを

測る。胴部最大径14．4cm、側面径8．7cm、器肉は0．9～1．1cmと比較的厚い。胴部は3本の沈線で区

画され、各々の間には、9本一単位の櫛状工具による波状文が施される。内面はナデにより仕上

げられる。器面には自然粕の付着が著しい。

王山古墳（32～35〉　いずれも石室内及びそれらの撹乱内よ1）出土している。32・33ともに上不蓋

の天井部付近の破片である。端部は残っていないが、破片から、口径は、比較的大きいMT15型

式期に特徴的なものであると考えられる。胎土は甘く、少砂粒を多量に含んでいる。

　34は、口縁部付近小破片の復元実測であるため、角度、口径等にやや難がある。石室内の出土
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遺物であり、本墳の年代を考える上で、興味ある資料である。杜蓋の可能性も考えたが、割れ口

部分が隆帯に移行する部分と考えられることから、42の端気着帳遺跡例と同様の体部に二条隆線

を持つ、無蓋高圷であると断定した。胎土も42とは類似しており、口径の大きいII型式1段階に

比定される。35は高圷の脚部付近の破片である。34と同一個体かどうか明らかでない。端部をつ

まみ出す特徴的な技法は、太田金山周辺の製品と推定される。胎土は精選されており、焼成堅緻

で灰色を呈す。

端気着帳遺跡H－3号住居吐（36）　全体の3分の1程度残存する。。法量は小さいが、端部はし

っかひ）と面と｝）をしている。比較的肉厚である。胎土は白色鉱物粒を多量に混入しており、焼成

は甘く、脆弱である。色調は内、外、断面ともに灰色で、部分的に榿色を呈す。1型式5段階～

II型式1段階前後に比定される。

富田東原4号墳（37）　本古墳は径16』5mの小円墳で主体部は削平されていた。埴輪は円筒列、

形象列の存在が確認されている。須恵器は土師器の模倣圷とともに周堀内より検出されてお1）、

完存していた。体部ほぼ中央に最大径を持ち、急激にくびれて口縁部は直立する。胴部中央の刺

突によ　列点状文を二条の沈線で区画する。底部外面ヘラケズリ、内面には回転整形痕が残～）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
胎土は緻密で、石英粒等の爽雑物が含まれている。焼成堅緻で、肩部の半分は自然粕がにぶく光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註12）
っている。II型式1段階に比定される。田ロー郎氏は残存器形として指摘している。

端気着帳遺跡H－1号住居趾（38～47）　一括セットとして興味ある資料である．38は口縁部の

小破片であるが、端部の面取り、直線的な口縁部、しっかりした外稜と比較的高い天井部をもつ。

1型式5段階に比定される。これに対し、39の蓋は偏平な天井部に、極端に開いた口縁部、口径

の大きいこと等から140とともにII型式1段階に比定される。41の短頸壷は小破片で復元角度に

やや難もあるが、おそらくこれもII型式1段階を前後する時期の所産と考えられよう。42の高圷

は3方の長脚1段透かし孔を持つ。f不部に2段の外稜を持つ。口径の大きいII型式1段階に特徴

的なものである。43の蓋は、口唇端部をつまみ出して、外反させる特徴的な器形を呈する。胎土

は良く精選されており、白色鉱物粒を混入する。焼成は堅緻で、内、外、段面共に灰色を呈し、

外面は黒色の自然粕が全面に付着している。時期は44・47とともに新しい要素をもちII型式2段

階に比定されるものである。44は杯身の破片で、やや底上げ気味の平底から、丸みを持って口縁

部へといたる。蓋受けは、ほぼ水平に向かって突出し、口縁部は肉薄で内傾し、端部で直立気味

に立ち上がる。口唇部は丸く収めている。胎土は比較的良く精選されておン）、溶けた黒色鉱物粒、

細砂粒、白色鉱物粒、等を混入する。焼成は良好で内外面灰色、断面赤紫色を呈し、外面には自

然粕の付着が著しい。47も器形的には44に類似する圷身で、平底から丸みを帯びて立ち上が｝）直

立する口縁部へと至る。底部付近は削りが著しく、図のくぼみは誇張では無く、えぐり取られた

ようになっている。胎土は微砂粒、白色鉱物粒を混入し、焼成は堅緻で、内外面灰色、断面は赤

紫色を呈す。外面に自然粕が著しく付着したために、重ね焼きをした蓋の一部が剥落して、蓋受

けに付着している。45は原典では高圷としているが、2段の3方透かしを千鳥状配列してお｝）、’
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脚付き長頸堆の脚部と思われる。2段透かし孔の中間に、2条の沈線を持つ。II型式1段階に比

定される。高杯の脚部46は3方の長脚一段透かしを持つ。42とは別個体と推定される。やはり、

II型式1段階の所産と推定される。これらを出土した住居祉は1辺8mもある大型の住居祉で、

他の住居趾に比して遺物の中に須恵器の占める割合が高い。又、石製模造品等も出土しており、

集落の中でもやはり特筆していた。

前二子古墳（48～53）　有名な前二子古墳石室内一括資料である。本墳の出土品については多く

の文献にとりあげられ、その出土経緯についてはここで改めて述べるまでもなく、古くよ1）学界

で話題とされている。しかし、その年代的な検知での試みは少ない。確実視されている資料の中

では、48の装飾器台がもっとも古式の様相を呈しており、全国的類例を見ても、形態的に類似す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る出雲金崎古墳例は比較的古く位置付けられており、本品も、1型式5段階に位置付けたい。通

称、四神付き飾『）土器とも言われる本品は、円錘台状の台部の上に円筒形の胴部を立て、その上

にやや深めの形式化され、底の抜けている小形受け皿をのせている。総高は58cm前後で上皿は口

唇部をつまみ出す感じに突帯をもうけ、やや丸みを帯びる中位には櫛描き波状文で装飾され、や

や下部に二条一組みの沈線を施す。胴部も二条一組みの沈線によって、五区画六段に区分され、

それぞれの段には中四段は二単位で、最上段と最下殴のみ一単位の櫛描き波状文を施文後、上五

段には縦長の長方形で、最下段のみ円形の四方透かし孔が切られている。各区画の沈線部分には

千鳥状に付点が付けられている。円錘台の台部は櫛歯状刺突文によ1）施文され、その上に手づく

ねによる稚拙な小動物が三つのっておセ）、一個所これが剥落したと考えられる痕跡が認められる。

これらの位置関係は、四面ほぼ等間隔であ1）、鳥を正面に見ると、左に亀、右には体に渦巻き模

様を持ち、とぐろを巻い左一見、蛇のようなものがのっている。四神とすると青龍を表現してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に相当するらしいものが残存していお。器表の色調は暗灰色を呈し、焼成はやや甘い。鳥のミ

ニチュア顔不部外面及び、台部の側面は赤彩されており、圷部内面は赤もしくは白色塗彩、

のミニチュアと杯部外面及び、台部の側面は赤彩されており、杯部内面は赤もしくは白色塗彩、

筒部は白もしくは、青色塗彩されている可能1生が強い。他の大半はII型式1段階に比定される。

49の腺は口縁部の広いずん胴な器形である。口縁部上位に一段稜線を持ち、そこよ『）下位に全面

9～10本単位の波状文を三段にわたって施されている。体部は中よ1）やや上位に最大径を持ち、

二条の沈線にはさまれて櫛歯状工具による刺突文が施文されている。それらの模様を切って中央

部に一つ注口を持つ。胎土は比較的精選されておヒ）、焼成は甘い。全面赤彩されている。50は高

圷型を呈する大型器台で、深めの上皿に双曲線状に大きく開く脚部を付している。くびれ部には

突帯状の補強帯を付してお壷）、総高39．2cmで、杯部は口縁に突帯と二条一組みの沈線を付してお

り、中位にも、二条一組みの沈線を施し、その上下に櫛描きの波状文を施している。焼成は甘く

焼き締まセ）がない。圷部と脚部に赤彩されている。51の直口壷は口縁部をほぼ直線的に外反する。

体部は中央よ『）やや上面に最大径をもち、そこから直線気味にくびれる。口唇部は丸く仕上げら

れている。口縁部に二条一組のみ沈線をニケ所施文し～その問に6～8本単位の櫛描き波状文を
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2段に施文する。体部は上半には一条と中位に二条一組の沈線を施し、その上に櫛歯状工具によ

る刺突文が施文されている。焼成は比較的甘い。胎土は精選されている。胴部より上半に赤

彩されている。II型式1段階に比定される。52の高杯はやや長脚気味の無蓋高圷である。圷部は

比較的浅く、下位に1段外稜をもってほぼ直線的に外反し、それよ『）下位は、回転ヘラケズリが

1施される。脚部は中位に三角形三方透かしを施し、それをはさむように二条一組みの沈線を2ケ

所施している。なお沈線施文後、透かしを切っていることが、切ヒ）合い関係に示されている。端

部は一段稜を持って丸くつまみ出されている。胎土は精選されておセ）、白色鉱物粒を混入する。

焼成は比較的良く、青灰色を呈す。53の堤瓶は環状耳を持つ堤瓶で、体部はカキメにより全面仕

上げられている。口縁部は矩く直立し、端部で鋭く外反する。全体に肉厚でぼって『）とした作

ヒ）になっている。口縁上位に5～6本単位の櫛描き波状文が施されている。胎土は比較的良く精

選されており、白色鉱物粒を混入する。焼成はやや甘く、胴部の一部に赤色塗彩されている。

上陽村24号墳（54）　初期の横穴式古墳の石室内よセ）出土している。本古墳の年代を示すものと

考えられる。無蓋高圷で、長脚一段の三方透かしを持つ。杯部は丸みを帯びた半球状を呈し、2

条の沈線によセ）、口縁部と区画している。その下方には、5～6本単位の櫛描き波状文が施され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もている。脚部の端部は1段稜線を持って丸くつまみ出されている。胎土は比較的良く精選されて

お影）、焼成良好で灰色を呈している。II型式1段階に比定される。

（註）

（註1）加部二生「前橋市内出土1～II期前半の須恵器」『卑国における古式須恵器をめぐる諸問題』

　　　（1987、）千曲川水系古代文化研究所編、今回の記載内容がこれに優先するものである・

（註2）原典では端部が若干外反するようにみえるので今回新たに再実測をした。

（註3）石坂茂r荒砥島原遺跡』（1983）群馬県埋蔵文化財調査事業団

（註4）大場磐雄「武蔵伊興」『国学院大学考古学研究報告第2冊』（1962）

　　　大場磐雄・鈴木敏弘『武蔵伊興遺跡』（1975）

（註5）　坂ローr荒砥北原遺跡・今井神杜古墳群・荒砥青柳遺跡』（1986）群馬県埋蔵文化財調査事業団

（註6）武部喜充『前山遺跡発掘調査報告書』（1986）

（註7）井上唯雄「荒砥上諏訪遺跡」『群馬県史資料編2』原始古代2（1986）

（註8）石塚久則r前内出出土の把手付き椀」『東国における古式須恵器をめぐる諸問題』（1987）

（註9）石塚久則rr東上野出土の把手付き椀」『東西における古式須恵器をめぐる諸問題』（1987）

（註10）梅沢重昭「仙石丘山遺跡」『大泉町誌』下巻

（註11）徳江秀夫r荒砥天之宮遺跡」r東国における古式須恵器をめぐる諸問題』（1987）

（註12）田ロー郎r古式須恵器をめぐる諸問題　一群馬県の在地窯産の古式須恵器一」『東国における

　　　古式須恵器をやぐる諸問題』（1987）

（註13）愛知県陶磁資料館『特別展一須恵器展一』（1982）

（註14）Emest　Satow　rAncient　Sepulchral　Mounds　in　Kaudzuke」『Joumal　of　the　Asiatic　Socie－

　　　ty　of　Japan』VoL、皿part　III（1880）
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